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コメント及び回答の骨子一覧（敷地周辺及び近傍の地質・地質構造について）
コメント 回答骨子 該当頁

１ 地震活動について，震源分布と以下のリニアメント及び地質構造との関係について整理し，
その評価について丁寧に説明すること。

・棚倉破砕帯東縁断層付近の推定活断層の北方
・海域断層（F10断層，F8断層）付近

（第194回審査会合，平成27年2月13日）

2011年東北地方太平洋沖地震以降の地震発生状況と断層の関係を整理した。
【棚倉破砕帯付近】
同破砕帯に関連する地震活動はないものと考えられる。
このため，同破砕帯の活動性や規模については，地質調査結果から判断。

【海域断層付近】
地震の発生が集中して見られるF8断層及びそれに関連するF16断層及びA-1背斜について，念のため活動性を考慮。

【銚子沖付近】
同海域の活構造と地震活動との関連は明確ではない。
なお，地震が集中している範囲に対応する活構造を仮に想定しても，発電所に及ぼす影響は小さい。

7～
12頁

２ 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）及び棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層端部について，
変動地形学的調査結果，地表地質調査結果をより詳細に示し，地質断層との関係も含め
て，丁寧に説明すること。

（第194回審査会合，平成27年2月13日）

【棚倉破砕帯西縁断層】
評価の南端とした原東方よりも南方について，既存の調査結果の再整理及び追加の検討を実施した。
・活構造を指摘する文献はない。
・リニアメントは判読されない。
・原東方付近L1段丘面に変位・変形は認められない。
・芦間南方露頭の断層は，連続性に乏しく，粘土状破砕部も認められない。
・芦間町南方以南のM1段丘面に変位・変形は認められない。

【棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層】
評価の北端とした上渋井以北について，既存の調査結果の再整理及び追加の検討を実施した。
・「新編 日本の活断層」を除き，活構造を指摘する文献はない。
・リニアメントは判読されない。
・「新編 日本の活断層」のリニアメント付近には断層は認められない。

45～
90頁

113～
132頁

３ 芦間町南方露頭の断層の活動性の評価について，丁寧に説明すること。
（第194回審査会合，平成27年2月13日）

４ 芦間町南方以南において，地球物理学的調査記録，地形の詳細情報等を用いて，棚倉
破砕帯の伏在する位置及び地形との関係を丁寧に説明すること。

（第194回審査会合，平成27年2月13日）
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５ 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動について，M1段丘堆積物の堆積状況や近傍のM2，
M3段丘面の分布状況を説明すること。

（第194回審査会合，平成27年2月13日）

・変動地形学的調査の結果，文献が示す活傾動付近のＭ２段丘面及びＭ３段丘面には，文献が示す活傾動に対応す
る高度差は認められない。

・地表地質調査の結果においても，文献が示す活傾動位置のＭ１段丘堆積物の基底は水平に連続しており，文献が示
す活傾動に対応する高度差は認められない。

135～
144頁

６ 海上音波探査記録のうち，測線No.18Wにみられる伏在的な背斜構造の活動性について，
近傍の測線No.16Wで認められている断層との関係を含めて説明すること。

（第194回審査会合，平成27年2月13日）

海上音波探査の結果によれば，No.18W測線で認められる背斜構造については，Ｃ１層まで認められるが，Ｂ３層以上
の地層には認められない。
また，No.18W測線とNo.16W測線には同様の構造は認められない。

159～
164頁

７ 海域断層におけるＡグループの評価について説明すること。
（第194回審査会合，平成27年2月13日）

・F11断層，F12断層及びF13断層は，近接して分布する走向等が類似した断層群であることから，活動時期も類似して
いると判断され，Aグループとして活動性を評価した。
・F11断層付近には，後期更新世以前の地層が分布していない。
・F12断層は，鮮新世より新しい地層に変位・変形を与えていない。
・F13断層の西部は後期更新世以前の地層が分布していないが，東部では後期中新世の地層に変位・変形を与えてい
ない。
・Aグループの断層群の西方陸域には，Aグループの断層群と調和的な活構造を指摘する文献はなく，またリニアメント
も判読されない。
・以上のことから，Aグループの断層群は，震源として考慮する活断層ではないと判断される。

149～
156頁

８ F1断層と北方陸域の断層の同時活動性を考慮するに当たり，2011年東北地方太平洋沖
地震の影響を踏まえたF1断層の再評価の内容及び断層両端の止めに関する評価結果を
提示すること。

（主要な論点No.6）

F1断層と北方陸域の断層は応力解放だけで同時活動性を否定することの是非について，
塩ノ平断層の情報を踏まえて，次回以降に議論する。

（第194回審査会合，平成27年2月13日）

・他機関の調査結果も含め，後期更新世以降に，塩ノ平断層とF1断層及び北方陸域の断層が同時活動した状況は認
められない。
・しかしながら，これらの同時活動の可能性について，更に検討をすることとし，これまでに得られている塩ノ平断層の
活動履歴や単位変位量に基づき，地震本部の評価手法も参考にして検討を行った。
・その結果，これらの断層が今後50年間に同時活動する確率は極めて小さく，その発生はほぼゼロと見なせるものと評
価された。

168～
195頁
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① 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層，

棚倉破砕帯西縁断層（の一部）＊の連動
42

② 関口－米平リニアメント 6

③ 竪破山リニアメント 4

④ 宮田町リニアメント 1

⑤ Ｆ１断層，北方陸域の断層の連動 44

⑥ Ｆ３断層，Ｆ４断層の連動 16

⑦ Ｆ８断層 26

たつわれ

評価結果の概要
地質・地質構造調査の概要

第１９４回審査会合
資料３－１再掲

敷地周辺の地質・地質構造に関する調査の結果，上記の断層を震源として考慮する活断層として評価する。

敷地近傍（敷地を中心とする半径約5kmの範囲）において，震源として考慮する活断層は認められない。

連動を考慮する断層

100km

140.0°139.0° 141.0°

36.0°

⑥

※ 変動地形の可能性のある地形を「リニアメント」という。

断層の同時活動を考慮した場合は「連動」と記す。

⑦ Ｆ８断層 26

⑧ Ｆ１６断層 26

⑨ Ａ－１背斜 20

⑩ 関谷断層 40

⑪ 関東平野北西縁断層帯 82

＊ 中染付近・西染付近のリニアメントを含む。
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１．敷地周辺の地震活動について
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審査会合（H27.2.13）におけるコメント及び回答の骨子

１．敷地周辺の地震活動について

コメント 回答骨子 該当
頁

１ 地震活動について，震源分布と以下のリニアメント
及び地質構造との関係について整理し，その評価
について丁寧に説明すること。
・棚倉破砕帯東縁断層付近の推定活断層の北方
・海域断層（F10断層，F8断層）付近

（第194回審査会合，平成27年2月13日）

2011年東北地方太平洋沖地震以降の地震発生状況と
断層の関係を整理した。

【棚倉破砕帯付近】
同破砕帯に関連する地震活動はないものと考えられる。
このため，同破砕帯の活動性や規模については，地質
調査結果から判断。

【海域断層付近】
7～
12頁
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【海域断層付近】
地震の発生が集中して見られるF8断層及びそれに関
連するF16断層及びA-1背斜について，念のため活動性
を考慮。

【銚子沖付近】
同海域の活構造と地震活動との関連は明確ではない。
なお，地震が集中している範囲に対応する活構造を仮
に想定しても，発電所に及ぼす影響は小さい。

12頁



140.0ﾟ 141.0ﾟ

37.0ﾟ 37.0ﾟ

50 km

100 km

東海第二発電所

敷地周辺の微小地震分布（平面図）
１．敷地周辺の地震活動について

第１９４回審査会合
資料３－１加筆修正

140.0ﾟ 141.0ﾟ

37.0ﾟ 37.0ﾟ

100 km

東海第二発電所

平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震発生前後の微小地震発生状況

棚倉破砕帯付近

海域断層付近
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36.0ﾟ 36.0ﾟ

0 25 50 km

2011年東北地方太平洋沖地震発生後のM4.0以下の地震の震央分布図（20km以浅）
（気象庁，2011年3月～2014年3月）

2011年3月以降は，発電所北方の福島県と茨城県の県境付近及び発電所東方の海域と
銚子沖付近で，地震が集中して発生している。

2011年東北地方太平洋沖地震発生前のM4.0以下の地震の震央分布図（20km以浅）
（気象庁，1997年10月～2011年2月）

：震源として考慮する活断層

：後期更新世以降の活動がないものと判断される断層等

：震源として考慮する活断層

：後期更新世以降の活動がないものと判断される断層等

銚子沖付近



棚倉破砕帯付近の地震活動について
１．敷地周辺の地震活動について

A a

B b

C c

棚倉破砕帯の東側の地域（福島県浜通りから茨城県北部）では，平成23年（2011年）東北
地方太平洋沖地震発生以降，正断層型の内陸地殻内地震が多発しているが，棚倉破砕帯
の地表断層位置と震央位置が離れており，棚倉破砕帯の走向とメカニズム解も調和的でな
いことより，棚倉破砕帯に関連する地震活動ではないものと考えられる。さらに，棚倉破砕帯
の北方及び南方についても，地震が集中しているような状況は見られない。
これらより，棚倉破砕帯の活動性や規模については，地質・地質構造調査の結果により判
断するものとする。

使用データ
・データ期間 ：2011年3月11日～2013年12月31日
・地震諸元 ：気象庁 地震月報（カタログ編）
・メカニズム解 ：防災科学技術研究所 広帯域地震観測網（F-net）
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D d

E e

震央分布図
（□は震源断面図の位置を示す）

東海第二発電所●

：震源として考慮する活断層

：後期更新世以降の活動がないものと判断される断層等

メカニズム解の色（震源深さ）

0 10            20(km)
震源断面図

（｜は地表での棚倉破砕帯の位置を示す）



海域断層（F8断層等）付近の地震活動について
１．敷地周辺の地震活動について

A a

B b

C c

東海第二発電所の東側の海域では，平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震発生以降，
内陸地殻内地震が多発し，F8断層北部付近において地震の発生が見られるが，海域は陸
域ほど震源決定精度が良くないため，震源分布やメカニズム解から断層との関係について
は明確に示すことはできない。
しかしながら，地震の発生が集中して見られることから，F8断層及びそれに関連する構造と
考えられるF16断層及びA-1背斜は念のためその活動性を考慮する。

使用データ
・データ期間 ：2011年3月11日～2013年12月31日
・地震諸元 ：気象庁 地震月報（カタログ編）
・メカニズム解 ：防災科学技術研究所 広帯域地震観測網（F-net）
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D d

E e

震源断面図
（｜は地表での断層及び背斜の位置を示す）

東海第二発電所●

震央分布図
（□は震源断面図の位置を示す）

：震源として考慮する活断層

：後期更新世以降の活動がないものと判断される断層等

メカニズム解の色（震源深さ）

0 10            20(km)



銚子付近の地震活動について（1/2）
１．敷地周辺の地震活動について

銚子付近は，相模トラフから沈み
込むフィリピン海プレートと日本海
溝から沈み込む太平洋プレートが
重なり接する複雑な地下構造と
なっており，宇佐美ほか(1977)［右
図］においても「地震の巣」として挙
げられるように，地震が比較的多く
発生している地域である。

「宇佐美ほか（1977）
関東地方の地震の巣」に加筆

「都市の脆弱性が引き起こす激甚災害の軽減化プロジェクト（平成24～28
年度）」のうち，「①首都直下地震の地震ハザード・リスク予測のための調査・
研究（平成25年度） 南関東の地震像の解明」では，東北地方太平洋沖地震
後に増加した銚子付近で発生した地震の地震観測記録を分析し，深さ20km
以浅において東西伸長の正断層型地震が卓越する原因について，太平洋プ
レートの上にフィリピン海プレートがのし上がることにより，上盤プレートに下
方向から押し上げる力が働き，東西伸長場を生み出したと指摘している。
（次頁参照）

銚子付近の地震活動は，平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震発生
以降，正断層型の内陸地殻内地震が多発しているが，以前より正断層型の
内陸地殻内地震が発生している海域である。
文献調査の結果，地震が集中して発生している海域付近に，活構造を指摘
する文献があるが，活構造と地震活動との関連は明確ではない。
なお，仮に地震が集中して発生している範囲に対応するような活構造を想
定したとしても，地震規模と発電所からの距離との関係より，発電所に及ぼす
影響は小さい。
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防災科学技術研究所は，平成23
年（2011年）東北地方太平洋沖地
震発生以降の銚子付近の地震活
動について，深さ20km以浅では銚
子南東沖の北緯35.6～35.9度の範
囲で正断層型の地震が卓越して発
生していると，地震予知連絡会（会
報 第86巻4-4，第88巻4-3）に報告
している。

地震予知連絡会 会報 第86巻
4-4 東北地方太平洋沖地震以降の
銚子付近の地震活動（防災科研）
2011年11月

右図範囲

凡例

断層 活断層研究会編 (1991)

撓曲 活断層研究会編 (1991)

断層 地質調査所 (1983, 1986)

断層 （伏在）地質調査所 (1983, 1986)

東海第二発電所

0 10km

100km

36.O°

141.O°

微小地震及び断層分布図

●



銚子付近の地震活動について（2/2）
１．敷地周辺の地震活動について

「都市の脆弱性が引き起こ
す激甚災害の軽減化プロジェ
クト（平成24～28年度）」のう
ち，「①首都直下地震の地震
ハザード・リスク予測のため
の調査・研究（平成25年度）
南関東の地震像の解明」にお
いて，東北地方太平洋沖地
震後に増加した銚子付近で
発生した地震の地震観測記
録［図1］を用いて，プレート構
造の解明を目的に詳細震源
分布および発震機構に着目
した解析を行っている。

高精度震源決定された震源分布は 震源の密集度が増加し地震面が

図1 銚子付近の高精度震源決定結果

銚子付近では，東北地方太平洋沖地震による応力変化を反映して，多くの正
断層型地震が発生したと考えられるが 東北地方太平洋沖地震以前から正断

・深さ20km以浅では，
東西伸長の正断層型
地震が卓越している。

・深さ25～29kmでは，
北西方向に圧縮軸を
有する逆断層型地震
が散見されており，
フィリピン海プレート上
面と考えられる。

・深さ40km以深では，東西
圧縮の低角逆断層型地震
が卓越しており，太平洋プ
レート上面と考えられる。

●都市の脆弱性が引き起こす激甚災害の軽減化プロジェクトによる見解
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高精度震源決定された震源分布は，震源の密集度が増加し地震面が
明瞭になり，高精度震源決定後の鉛直断面図［図2の右下］では，深さ
20km以浅，深さ25～30kmの北西方向に緩やかに傾斜する地震面，深さ
35～50kmの西傾斜の地震面の３つの領域に分類できる。

断層型地震が発生したと考えられるが，東北地方太平洋沖地震以前から正断
層型地震が発生していることからすると，過去から東西伸長の応力場であった
と考えられる。
日本海溝から沈み込む太平洋プレートの影響により，上盤プレート内では通
常は圧縮応力場が期待されるが，銚子付近では太平洋プレートの上にフィリピ
ン海プレートがのし上がることが知られており，上盤プレートに下方向から押し
上げる力が働いたとすると，東西伸長場を生み出した可能性が考えられる。今
後さらに検証が必要である。



【参考】都市の脆弱性が引き起こす激甚災害の軽減化プロジェクト
１．敷地周辺の地震活動について

大都市大震災軽減化特別
プロジェクト

首都直下地震防災・減災
特別プロジェクト

都市の脆弱性が引き起こす激甚災害の
軽減化プロジェクト

2002年度～2006年度 2007年度～2011年度 2012年度～2016年度

このプロジェクトでは，首都圏や
京阪神などの大都市圏において，
大地震が発生した際の人的・物的
被害を大幅に軽減するための科学
的・技術基盤を確立することを目的
とした研究開発を実施しました。我
が国の地震防災対策に最先端の
科学技術を効果的に活用すること
を目指し，理学・工学・社会科学な
ど異分野の研究者が結集して，課

都市災害プロジェクトに先行して，
首都圏地域で発生する地震による
被害を軽減するためのプロジェクト
が文部科学省により進められてい
ました。このプロジェクトでは，首都
圏に稠密かつ高精度な地震観測網
(MeSO-net)を整備し，東北地方太
平洋沖地震の本震ならびに数多く
の余震等の重要な観測記録を得ま
した。それらの記録を用い，首都圏

我が国の観測史上最大のマグニチュード９を記録した
東北地方太平洋沖地震は，広範囲にわたる大きな揺れ，
大津波，原子力発電所の事故をはじめとする未曾有の広
域複合災害を引き起こし，これまでとは異なる新たな地震
災害像を示しています。広範な液状化，多数の帰宅困難
者，交通機関の麻痺，事業活動の停止，電力やライフラ
インの途絶，日常生活物資の不足等々，都市特有の課
題が顕在化し，大地震に対する備えの重要性が改めて認
識されました。多くの機能が集中高度化し，社会経済活
動の中枢である首都圏は，災害に対する脆弱性を内在し

12

題の解決に取り組みました。 下のプレート構造を明らかにし，過
去の首都圏の地震と複雑なプレー
ト構造との関係の解明，首都圏で
発生する地震の断層モデルやそれ
による地震動の解明等の研究が進
められました。フィリピン海プレート
の深さが，これまでより数km浅い部
分があることがわかり，そのため，
再計算された地震動が大きくなった
箇所も見られたことや，過去のＭ７
級の地震が，プレート境界型ではな
かったこと等が明らかになりました。

ており，予期せぬ大災害へ発展するおそれがあります。
そこで，今後予想される首都直下地震や，東海・東南
海・南海地震等に対して，都市災害を軽減することを目的
に， ５カ年の研究開発プロジェクトが実施されることとなり
ました。
本プロジェクトは，３つのサブプロジェクトからなり，それ
ぞれが研究・技術分野の境界を越え効果的な連携を図っ
て進めます。

①首都直下地震の地震ハザード･リスク予測のための調
査・研究（中核機関：東京大学地震研究所）

②都市機能の維持･回復のための調査・研究
（中核機関：京都大学防災研究所）
③都市災害における災害対応能力の向上方策に関する
調査･研究（中核機関：京都大学防災研究所）

都市の脆弱性が引き起こす激甚災害の軽減化プロジェクト 都市災害プロジェクト
－首都直下地震の地震ハザード･リスク予測のための調査・研究－
（http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/project/toshi/project/project.html） より一部転載



2. 敷地周辺陸域の地質・地質構造について
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審査会合（H27.2.13）におけるコメント及び回答の骨子

2. 敷地周辺陸域の地質・地質構造について

コメント 回答骨子 該当頁

２ 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）及び棚倉破砕帯東
縁付近の推定活断層端部について，変動地形学的
調査結果，地表地質調査結果をより詳細に示し，地
質断層との関係も含めて，丁寧に説明すること。

（第194回審査会合，平成27年2月13日）

【棚倉破砕帯西縁断層】
評価の南端とした原東方よりも南方について，既存の
調査結果の再整理及び追加の検討を実施した。

・活構造を指摘する文献はない。
・リニアメントは判読されない。
・原東方付近L1段丘面に変位・変形は認められない。
・芦間南方露頭の断層は，連続性に乏しく，粘土状破砕
部も認められない。
・芦間町南方以南のM1段丘面に変位・変形は認められ
ない。

45～
90頁

３ 芦間町南方露頭の断層の活動性の評価について，
丁寧に説明すること。

（第194回審査会合，平成27年2月13日）
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【棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層】
評価の北端とした上渋井以北について，既存の調査結
果の再整理及び追加の検討を実施した。

・「新編 日本の活断層」を除き，活構造を指摘する文
献はない。
・リニアメントは判読されない。
・「新編 日本の活断層」のリニアメント付近には断層は
認められない。

113～
132頁

４ 芦間町南方以南において，地球物理学的調査記
録，地形の詳細情報等を用いて，棚倉破砕帯の伏
在する位置及び地形との関係を丁寧に説明すること。

（第194回審査会合，平成27年2月13日）



棚倉破砕帯西縁断層（の一部）及び棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層に関する評価の概要
2. 敷地周辺陸域の地質・地質構造について

震源として考慮する活
断層として評価

震源として考慮する活
断層として評価

リニアメントは判読されず，確認した断
層には後期更新世以降の活動はない
・リニアメントは判読されず，確認された断層は高位段丘
堆積物に変位・変形を与えていない。

断層は認められない
・「新編 日本の活断層（1991）」
のみリニアメントを指摘してる
が，対応する断層は認められ
ない。

震源として考慮する活断層
として評価
・リニアメントに対応する断層が分布して
おり，上載地層との関係が確認できない。

リニアメントに対応す
る断層は認められない
・リニアメントに対応する断層は
認められない。
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断層として評価
・リニアメントに対応する断層が分布
しており，上載地層との関係が確
認できない。

断層として評価
・リニアメントに対応する断層が分布
しており，上載地層との関係が確
認できない。

断層の性状，位置関係等から，
念のため同時活動性を考慮

断層の性状，位置関係等から，
念のため同時活動性を考慮

約42km

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。 (地質図凡例は東縁はP97，西縁はP22参照)



余白
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余白



2.1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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【湯草北西～田ヶ町】
後期更新世以降の活動は否定できない。
リニアメントは棚倉破砕帯西縁断層とほぼ一致する。
最新面はいずれも平面的であり，破砕部が軟質であり，上載地層との関係は確
認できない。
上記断層面の薄片観察の結果，左ずれ卓越の変位センスを示す。

取上北方

釜の平

田ヶ町

百目木

【取上北方】
少なくとも後期更新世以降の活動はないものと判断される。
リニアメントは判読されない。
最新面は平面的でなく，破砕部はやや固結している。
上載地層との関係は確認できない。
上記断層面の薄片観察の結果，右ずれ卓越の変位センスを示す。

湯草

畑中

【百目木】
少なくとも後期更新世以降の活動はないものと判断される。
リニアメントは判読されない

どう め き

評価結果

約18km

取上北方から百目木までの長さ約
13km及び百目木から原東方までの長
さ約5km（中染付近，西染付近のリニ
アメント）の計約18kmについて，震源
として考慮する活断層として評価する

第１９４回審査会合
資料３－１加筆修正

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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【中染町～原東方】
後期更新世以降の活動は否定できない。
リニアメントにほぼ一致して断層が認められる。
最新面は平面的でなく，破砕部はやや固結しているが，上載地層との関係は
確認できない。

百目木

中染町

西染町

原東方

【原東方～芦間町南方】
少なくとも後期更新世以降の活動はないものと判断される。
リニアメントは判読されない。
芦間町南方においては新第三系鮮新統の久米層がほぼ水平に断層を覆って
いる。
芦間町南方露頭では，久米層中に断層が認められるが，断層面はほぼ癒着し
ている。

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の20万分1地勢図，数値地図200000
（地図画像）及び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）
本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院の長の承認を得なければならない。

リニアメントは判読されない。
最新面は平面的でなく，破砕部はやや固結しており，断層は高位段丘堆積物
に変位・変形を与えていない。
上記断層面の薄片観察の結果，右ずれ卓越の変位センスを示す。

0     2km

芦間町南方

として考慮する活断層として評価する。

(地質凡例はP22参照)



当社の変動地形判読結果

この地図は，国土地理院長の承認を得

て，同院発行の20万分1地勢図，数値地

図200000（地図画像）及び数値地図

25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合

は，国土地理院の長の承認を得なけれ

ばならない。

（1）棚倉破砕帯西縁断層（の一部）に関する文献調査及び変動地形学的調査結果

第１９４回審査会合
資料３－１再掲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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「新編 日本の活断層（1991）」で示されている棚倉破砕帯西縁断層（の一部）付近及び「活断層詳細デジタルマップ（2002）」で示

されている推定活断層付近に，同方向のリニアメントが判読される。



【湯草北西～田ヶ町】

判読される区間長：約7km
LCリニアメント（東側が低い）
崖線，三角状の急崖等

ゆ ぐさ

【馬次東方～田ヶ町東方】
判読される区間長：2条ともに約2km
2条ともにLDリニアメント（西側が低い）
北側：断続的で不鮮明な鞍部及び急斜面
南側：断続的な三角状の急崖

ま じ

釜の平
湯草

田ヶ町

馬次東方

取上北方
小生瀬

変動地形学的調査結果（全体）
第１９４回審査会合
資料３－２再掲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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【中染町付近～原東方】
判読される区間長：約5km
LDリニアメント（西側が低い）
断続的で不鮮明な急崖

百目木

中染町

西染町

原東方

【西染町付近】
判読される区間長：約2km
LDリニアメント（東側が低い）
断続的で不鮮明な三角状の急斜面等

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

凡例

芦間町

0 2km



北部 南部

凡例

変動地形学的調査結果（拡大）

【補足】
水府村中染，西染のリニアメント
は，「日本の活断層」（1980）では確
実度Ⅲとされていたが，「新編 日
本の活断層」（1991）では組織地形
又は河食崖である可能性が高いと
し，「削除」とされている。

第１９４回審査会合
資料３－２再掲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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原東方

取上北方

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

0 2km 0 2km



判読されたリニアメント周辺には，阿武隈花崗岩類のカタクラサイト，新第三

系中新統として，金砂郷層群の浅川層，男体山火山角礫岩，西染層，苗代田

層，大門層及び瑞龍層並びに東金砂山層，第四系の段丘堆積物が分布して

いる。

このうち，中新統以下の地層は棚倉破砕帯西縁断層による大きな変位が認

められ，断層の両側には，急傾斜した構造も認められる。

このような構造は，大子町小生瀬東方から芦間町付近にかけて一様に連続

している。

かな さ ごう なわ しろ だ

おお かど ずい りゅう ひがしかな さ やま

だい ご こ なま せ あし ま

湯草

田ヶ町

馬次

取上北方

小生瀬

釜の平

地質平面図（全体）

凡例

第１９４回審査会合
資料３－２再掲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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0 2km

中染町

西染町

原東方

芦間町

百目木

取上北方

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。



凡例【湯草以北】
リニアメントが判読されない湯草以北でも，
棚倉破砕帯西縁断層は連続している。

【湯草北西～田ヶ町】
リニアメントにほぼ一致して棚倉破砕帯西縁
断層が確認される。

地質平面図（北部拡大）
第１９４回審査会合
資料３－２再掲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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0 2km

取上北方

【馬次東方～田ヶ町東方】
リニアメントは棚倉破砕帯西縁断層の東方
に位置している。

【田ヶ町以南】
リニアメントが判読されない田ヶ町以南でも，
棚倉破砕帯西縁断層は連続している。

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同

院発行の20万分1地勢図，数値地図200000（地

図画像）及び数値地図25000（地図画像）を複製

したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国

土地理院の長の承認を得なければならない。 短線は低い側を示す。



【中染町付近～原東方】
リニアメントにほぼ一致して西染
層と東金砂山層を境する断層
が認められる。

【西染町付近】
リニアメントは棚倉破
砕帯西縁断層から
約500m西方に位置
する。

地質平面図（南部拡大）

凡例

第１９４回審査会合
資料３－２再掲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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原東方

0 2km

【原東方以南】
リニアメントが判読されない原東
方以南でも，棚倉破砕帯西縁
断層は連続している。

取上北方

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同

院発行の20万分1地勢図，数値地図200000（地

図画像）及び数値地図25000（地図画像）を複製

したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国

土地理院の長の承認を得なければならない。



0 2km

図示範囲

釜の平断層露頭

リニアメントにほぼ一致して棚倉破砕帯西

釜の平周辺の地質平面図

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の20万分1地勢図，数値地図200000（地

図画像）及び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院の長の承認を得なければならない。

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部） 第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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リニアメントにほぼ一致して棚倉破砕帯西

縁断層が確認される。

断層の西側には主に男体山火山角礫岩が，

東側には東金砂山層が分布する。

釜の平では，男体山火山角礫岩と東金砂山

層を境する断層露頭が認められる。

凡例

（LCリニアメント）



Ｂ断層 ｆ．Ｎ３°Ｗ７９°Ｅ

写真１ 露頭全景

釜の平 露頭スケッチ
2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部） 第１９４回審査会合

資料３－２再掲
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写真２
撮影範囲

ｆ．Ｎ３°Ｗ７９°Ｅ 断層面の走向・傾斜
ｂ．Ｎ２°Ｗ６３°Ｗ 層理面の走向・傾斜

写真２ Ｂ断層拡大

釜の平 露頭スケッチ

西側に分布する男体山火山角礫岩と東側に分布する東金砂山層を境する断層（A断層）がみられる。

東金砂山層泥岩の幅約100㎝はせん断面密集部～鱗片状の破砕部となっており，この破砕組織を

切る新期の断層面（B断層）がみられる。

この断層面は，幅約0.5cmの軟質な粘土を伴い，平面的で，連続性が良い。

レイク角12°Ｎの条線が認められ，岩石薄片の観察結果から，非対称変形組織は，左ずれ卓越の

変位センスである。

凡例



0 2km

図示範囲

取上北方付近の地質平面図

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部） 第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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取上北方断層露頭 リニアメントが判読されない湯草以北でも，

棚倉破砕帯西縁断層が連続している。

取上北方において，東金砂山層と苗代田

層を境する断層露頭が認められる。

理院の長の承認を得なければならない。

凡例

地層境界



取上北方 露頭スケッチ
2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部） 第１９４回審査会合

資料３－２再掲
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東金砂山層と苗代田層を境す

る断層がみられる。

断層は，幅約10cm未満で膨

縮するやや固結した岩片混り

粘土状破砕部からなる。

最新面は凹凸があり，連続性

がやや悪い。

同断層にはレイク角12°Ｎの

条線が認められ，岩石薄片の

観察結果から，非対称変形組

織は右ずれ卓越の変位センス

である。

写真２
撮影範囲

(W)

取上北方 露頭スケッチ



百目木付近の調査位置図及び地質平面図

百目木トレンチ調査位置

0 2km

図示範囲

この地図は，国土地理院長の承

認を得て，同院発行の20万分1地

勢図，数値地図200000（地図画像）

及び数値地図25000（地図画像）を

複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製す

る場合は，国土地理院の長の承認

を得なければならない。

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部） 第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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リニアメントが判読されない百目木付近においても棚倉破

砕帯西縁断層が連続しており，百目木南方の連続露頭で

は，東金砂山層と西染層を境する断層並びに西染層中の

断層が認められる。

本連続露頭の北方には上記断層を覆って高位段丘面が分

布する。

0 50m

百目木南方
拡大ルートマップ位置

tf



Ｔ－３露頭スケッチ範囲

写真1

写真2

百目木南方拡大ルートマップ

①露頭

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部） 第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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①露頭付近から，西染層/東金砂山層境界断層であるＴ－３露頭にかけては，全体的に急傾斜をなし，

せん断構造等も多く認められる。

釜の平等と同様な新期の断層は認められない。

写真1 西染層砂岩と東金砂山層礫岩を境する断層（T-3）

写真2 地層急傾斜部に見られる断層露頭



Ｔ－３ 露頭スケッチ
2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部） 第１９４回審査会合

資料３－２再掲
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0 50cm

西染層と東金砂山層を境する断層が認められる。

断層は，幅10～20cmでやや固結した岩片混じり

砂～粘土状破砕部，幅5cm の黒色鱗片上破砕

部と，これを切る幅約0.5～1cmのやや固結した灰

白色の粘土状破砕部からなる。

粘土状破砕部の断層面は，湾曲した部分があり，

一部不連続である。レイク角68°Ｎの条線が認

められる。岩石薄片の観察結果から，非対称変

形組織は，東上がり，右ずれの変位センスを示し

ている。

写真2

（西染層）

T-3 露頭スケッチ



百目木トレンチ付近の地質断面図
2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部） 第１９４回審査会合

資料３－２再掲
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H面（高位段丘面）の直下の地質構造は，トレンチ調査及びボーリング調査の
結果によると，中央部急傾斜区間で全体的に急傾斜をなし，せん断構造等も
多く認められる（百目木地点南方と同様）。

ボーリング調査（E5孔）の結果，段丘面を西側へ傾動させると考えられる西側
傾斜の逆断層は認められない。



トレンチ北面スケッチ

0

-1

-2

-3

-4

-5

(m)

Ⅳ層

 W E 
火山灰試料採取位置

西染層/東金砂山層の境界断層 粘土状破砕部
約0.5㎝，ｆ．Ｎ8°Ｅ39°Ｗ鱗片状破砕部 約10㎝

NZNZ

td

td

NZ

NZ

td

NZ

td

NZ

td

tdNZ Hk
Hk

td
td Ⅱ層Ⅰ層Ⅳ層
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Ⅰ層Ⅰ層
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Ⅶ層Ⅵ層

Ⅲ層

Ⅶ層

Ⅴ層
Ⅳ層

Ⅵ層

Ⅰ層
Ⅱ層

Ⅰ層
Ⅰ層Ⅰ層Ⅰ層

百目木トレンチ調査結果
2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部） 第１９４回審査会合

資料３－２再掲
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東金砂山層と西染層の境界に西側傾斜の断層が認められ，その上位の段丘

堆積物に変位・変形を与えていない。

断層は，幅約10cmでやや固結した鱗片状破砕部と，これを切る幅約0.5cm未満

でやや固結した粘土状破砕部からなる。粘土状破砕部の断層面には湾曲した

部分があり，一部は不連続である。レイク角45°Sの条線が認められる。

本段丘堆積物は主にくさり礫化している礫からなり，下部にK-Tz（鬼界葛原テフ

ラ，約9.5万年前）を含む風化火山灰層（Ⅳ層）に覆われていることから，高位段

丘堆積物（ｔｄ）と判断される。

トレンチ北面写真

き かいとづらはら

凡例



百目木トレンチにおける段丘面の評価
0

-1

-2

-3

-4

-5

(m)

Ⅳ層

 W E 
火山灰試料採取位置

西染層/東金砂山層の境界断層 粘土状破砕部
約0.5㎝，ｆ．Ｎ8°Ｅ39°Ｗ鱗片状破砕部 約10㎝

NZNZ

td

td

NZ

NZ

td

NZ

td

NZ

td

tdNZ Hk
Hk

td
td Ⅱ層Ⅰ層Ⅳ層

Ⅰ層

Ⅰ層Ⅰ層
Ⅲ層

Ⅵ層

Ⅳ層

Ⅳ層
Ⅲ層

Ⅶ層Ⅵ層

Ⅲ層

Ⅶ層

Ⅴ層
Ⅳ層

Ⅵ層

Ⅰ層
Ⅱ層

Ⅰ層
Ⅰ層Ⅰ層Ⅰ層

トレンチ北面スケッチ

凡例

写真撮影範囲

Ⅱ層

Ⅴ層

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部） 第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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写真 礫層（td）のくさり礫

百目木トレンチにおいては，K-Tz （鬼界葛原テフラ，約9.5万年前）の降

灰層準と段丘堆積物との間に1m以上のローム層を挟在し，段丘堆積物

は，礫の中心部まで軟質化した，いわゆるくさり礫である。
百目木地点の段丘面はH面
（高位段丘面）であると評価

火山灰試料採取位置及び高温型石英の含有量

・花崗岩・花崗閃緑岩・変成岩等の腐り礫（ねじり鎌等で，中心

部まで容易に削れるほど軟質化した礫）を主体とする。

・泥岩礫の表面は脱色作用により白色化している。

・基質は粘土主体となっている。

Ⅳ層上部にK-Tzに由来する高温型石英のピークが

認められる。

0 1m



 W E 

拡大範囲1

拡大範囲2

百目木トレンチの北面写真
2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部） 第１９４回審査会合

資料３－２再掲
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拡大範囲1 拡大範囲2

西染層と東金砂山層の境界 基盤岩と段丘礫層の不整合境界



ボーリングコア写真（ E5孔，深度0m～30m）

深度0m～5m 深度15m～20m

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部） 第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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深度5m～10m

深度10m～15m

深度20m～25m

深度25m～30m



ボーリングコア写真（ E5孔，深度30m～54m）

深度30m～33m

深度33m～36m

深度42m～45m

深度45m～48m

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部） 第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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深度36m～39m

深度39m～42m

深度48m～51m

深度51m～54m



ボーリングコア写真（ E5孔，深度54m～70m）

深度66m～69m

深度69m～70m

深度54m～57m

深度57m～60m

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部） 第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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深度63m～66m

深度60m～63m



図示範囲

リニアメント付近に西染層

と東金砂山層を境する断層

が認められる。

中染付近の地質平面図
第１９４回審査会合
資料３－２再掲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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0 1km

中染拡大ルートマップ位置

原東方

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

cc

cgss

md



中染拡大ルートマップ（1/3）

粗粒～中粒砂岩 割れ目に沿って不明瞭

な形状で極細粒砂岩～

シルト岩が挟まれる

中粒砂岩

黒色粘土状破砕部 幅1㎝
岩片～細片状破砕部 幅10～40cm

沖積礫層

断層による変形は認められない

中粒砂岩

境界は漸移的

極細粒砂岩～

シルト岩
極細粒砂岩

粗粒～中粒砂岩

断層面の癒着した断層が多くみられる

細かな割れ目が

発達している極細粒砂岩

へき開状の割れ目が発達

し細片状に砕けやすい

第１９４回審査会合
資料３－２再掲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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写真

写真2 断層②露頭全景 写真 断層露頭全景

断層面の癒着した断層が多くみられる

粗粒～中粒砂岩

細粒～極細粒砂岩

境界は不明瞭

不規則な形状で

泥岩が混入する

露頭上部苔付き

のため省略

細粒～極細粒砂岩

へき開状の割れ目が

発達し細片状に砕け

やすい

沖積礫層

断層による変位は認められない

断層露頭
粘土～砂状破砕部 幅2～3cm
岩片～細片状破砕部幅20～30cm

図示範囲

拡大ルートマップ全体図

リニアメント西方約15m地点に西染層の砂岩と東金砂山層の礫岩を

境する断層が認められる。

この断層は，断層面が平面的ではなく，破砕部はやや固結している。

リニアメント

0 15m



写真２
撮影範囲

凡例

中染付近 露頭スケッチ
第１９４回審査会合
資料３－２再掲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

41

西染層泥岩及び砂岩と東金砂山層礫岩を境する断層がみられる。
湾曲し，一部不連続であり，幅20～30cmでやや固結した岩片状～細片状破
砕部（レイク角57°Ｓの条線が認められる）と，これを切る幅2～3cmでやや固
結した粘土状～砂状破砕部（レイク角83°Ｓの条線が認められる）からなる。
粘土～砂状破砕部：岩石薄片の観察結果から，非対称変形組織は東上がり
の変位センスである。

撮影範囲

中染付近 露頭スケッチ



拡大ルートマップ全体図

図示範囲

白色の引き延ばされた
花崗岩礫が複数の面なし
断層によって切られる。

暗青灰色軟質泥岩
細片（一部鱗片状）部，幅40cm
面は湾曲し，一部不連続

礫質中粒砂岩～礫岩
細片状を呈し，礫は
引き伸ばされている。

青灰色細粒～極細粒砂岩
面無し断層がみられる。

岩盤はやや軟質である。
（ハンマーの打撃音は濁音で
ピックで容易に陥没 ）

礫岩

礫岩
花崗岩の角礫（径1～6cm，最大径25cm）を主とし，
基質は青灰色細粒～極細粒砂岩からなる。
面なし断層がみられ，引き伸ばされた形状の礫を含む。

中染拡大ルートマップ（2/3）
第１９４回審査会合
資料３－２再掲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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リニアメント判読位置に断層は認められない。

礫岩
花崗岩，花崗閃緑岩及び黒色泥質岩の
角礫（径1～8㎝，最大径25cm）を主とし，
基質は暗灰～灰色砂混りシルト岩からなる。

極細粒砂岩～シルト岩
境界面は湾曲している。

全体的に細かな割れ目が発達
しており，細片～岩片状になり
やすい。

引き伸ばされた形状の
白色シルト状部（幅2㎝）



拡大ルートマップ全体図

図示範囲

礫岩
花崗岩，花崗閃緑岩及び黒色泥質岩の角礫
（径1～8㎝，最大径25cm ）を主とし，基質は
暗灰～灰色砂混りのシルト岩からなる。

中染拡大ルートマップ（3/3）
第１９４回審査会合
資料３－２再掲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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リニアメント判読位置に断層は認められない。

全体に堅硬であるが
やや割れ目が多い。

全体に堅硬である。



余白

44

余白



原東方以南の更なる調査結果

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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検討結果

活構造の可能性が指摘
されているか，リニアメン
トが判読される。
→ 活構造調査の必
要性がある。

取上北方

釜の平

田ヶ町

百目木

中染町

西染町

湯草

畑中

馬次東方

リニアメントに相当
する断層が認めら
れる。
→ 活動性を検
討すべき断層
がある。

震源として考慮する活断
層として評価

断層は断層ガウジを挟
在し，軟質な箇所もある。
→ 新期の活動を示
唆する状況がある。

上載地層法などによる評
価の適地がない。
→ 後期更新世以降
の活動が否定でき
ない。

活構造の可能性は指摘されておらず，
断層は断層ガウジを挟在 ず 軟質な箇所

【取上北方～原東方】

【原東方以南】

原東方付近
念のための調査

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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[コメントNo.2] 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）及び棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層端部について，変動地形学
的調査結果，地表地質調査結果をより詳細に示し，地質断層との関係も含めて，丁寧に説明すること。

・ 文献調査，変動地形学的調査（DEM含む），地表地質調査を追加実施
・ 原東方付近において，変動地形の可能性のある地形がないこと，L1段丘面に変位・変形がないことを確認した。

[コメントNo.3] 芦間町南方露頭の断層の活動性の評価について，丁寧に説明すること。

・ 文献調査，変動地形学的調査（DEM含む） ，地表地質調査を追加実施
・ 芦間町南方において，棚倉破砕帯西縁断層（の一部）と同方向（N-S走向）の断層が確認されたが，断層面は連続性
が悪く雁行状をなし，粘土状破砕部は認められず，断層面では剥離しない。
・ 芦間町南方において，NW-SE走向の断層はないことを確認した。

・ 文献調査，変動地形学的調査（DEM含む） ，地表地質調査を追加実施
・ 天神林町において，反射法地震探査の結果から，棚倉破砕帯西縁断層（の一部）はM1段丘面の直下に位置し，同段
丘面に変位・変形がないことを確認した。

[コメントNo.4] 芦間町南方以南において，地球物理学的調査記録，地形の詳細情報等を用いて，棚倉破砕帯の伏
在する位置及び地形との関係を丁寧に説明すること。

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の
20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及び数値
地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）
本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院
の長の承認を得なければならない。

0 2km

リニアメントも判読されない。
→ 活構造はないものと判断。 震源として考慮する活断層

ではないと評価

断層は断層ガウジを挟在せず，軟質な箇所
もない。
→ 新期の活動を示唆する状況もない。芦間町南方

天神林町

いずれの調査結
果からも，活構造
を示唆する状況
は得られなかっ
た。

【審査会合でのコメントを踏まえた検討】



コメントNo.2に対する検討結果
[コメントNo.2] 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）及び棚倉破砕帯東縁付近の推定活断端部について，変動地形学的調査結果，地表地質調査結果をより詳

細に示し，地質断層との関係も含めて，丁寧に説明すること。

取上北方

釜の平

田ヶ町

百目木

中染町

西染町

湯草

畑中

馬次東方

検討項目 検討結果

文献調査

・新編 日本の活断層（1991）
・活断層詳細デジタルマップ（2002）
・活断層データベース（2015）
・50万分の1活構造図「新潟」（1984）
・関東地域の活断層の長期評価 (2015)
・20万分の1地質図幅「水戸」（2001）
・大槻(1975)

・当社が棚倉破砕帯西縁断層の南端と評価している原東方以南に
おいて，活構造を指摘する文献はない。
・ 原東方付近に分布するL1段丘面の直下に棚倉破砕帯西縁断層が
分布することを確認した。

空中写真及び航空レーザーDEM（1mメッシュ
及び10mメッシュ）による変動地形学的調査

・ 空中写真及び航空レーザーDEMによる変動地形学的調査の結果，
原東方以南に変動地形の可能性のある地形は判読されない。
・地表地質調査結果及び反射法地震探査から特定した棚倉破砕帯

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の
20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及び数値
地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）
本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院
の長の承認を得なければならない。

0 2km

原東方付近

・鳥瞰図
・段彩陰影図
・アナグリフ

表 質調 結果 法 震探 特定 倉 砕帯
西縁断層を横断して分布するL１段丘面に変位・変形が無いことを
確認した。

地表地質調査 ・ 原東方付近の中新統の分布状況等から棚倉破砕帯西縁断層の
分布位置が確認され，L1段丘面の直下に棚倉破砕帯西縁断層が
分布することを確認した。

いずれの調査結果からも，活構造
を示唆する状況は得られなかった。



50万分の1活構造図「新潟(1984)」

文献調査結果（1/2）
産業技術総合研究所「活断層データ

ベース(2015)」

中田・今泉編「活断層詳細デジタル

マップ(2002)」

活断層研究会編「新編 日本の活断

層(1991)」

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

地震調査委員会「関東地域の活断層の長期評価

(2015)」

比較範囲

産業技術総合研究所「20万分の1地質図幅
「白河」(2007)」及び地質調査所「20万分の1
地質図幅「水戸」(2001)」

原東方

48
当社が棚倉破砕帯西縁断層の南端と評価している原東方以南において，活構造を指摘する文献はない。

原東方原東方原東方

：活動セグメント

凡例

：推定断層

凡例

原東方

凡例

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の
20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及び数値
地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）
本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院
の長の承認を得なければならない。

原東方

凡例

本範囲に活構造は記載されていない。

「活構造は本地域には確認されていな
い」と記載されている。

凡例



文献調査結果（2/2）
「関東地域の活断層の長期評価（地震調査委員会，2015）」における棚倉破砕帯
西縁断層の長期評価

関東地域の陸域および沿岸域でＭ6.8以上の地震を起こす可能性のある活断
層をすべて評価することを目指して，活断層の分布に関する既存資料や地質構造，
重力異常，空中写真等を精査し，活断層としての証拠が揃っているものを選定して
評価されている。

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

「20万分の1地質図幅「水戸」(地質調査所，2001)」の解説

前頁の比較範囲（の一部）

●東海第二発電所

49

・地震調査委員会（2015）においては，棚倉破砕帯西縁断層を活断層の可能性の低い構造として評価している。
・地質調査所(2001)によると，「活断層は本地域には確認されていない。」とされている。

地震調査委員会(2015)：「関東地域の活断層の長期評価」より編集し作成 地質調査所(2001)：「20万分の1地質図幅「水戸」」より編集し作成



原東方付近の変動地形学的調査結果（全体）

【原東方付近】

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

取上北方

小生瀬

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

【原東方付近】
空中写真及び航空レーザーDEMによる変
動地形学的調査の結果，原東方以南に変
動地形の可能性のある地形は判読されな
い。
地表地質調査結果及び反射法地震探査か
ら特定した棚倉破砕帯西縁断層を横断し
て分布するL1段丘面に変位・変形が無いこ
とを確認した。

西染町

原東方

芦間町

天神林町

0 2km



原東方付近の変動地形学的調査結果（詳細1/2）

原東方

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

図示範囲

原東方

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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段彩陰影図（当社，1mメッシュDEM，高さ5倍強調）

標高(m)

凡例

LDリニアメントの位置

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画

像）及び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院の長の承認を得なければならない。

0 500m 1,000m

空中写真及び航空レーザーDEMによる変動地形学的調査の結果，原東方付近に変動地形の可能性のある
地形は判読されない。

天神林町

0 2km

地質平面図
(地質凡例はP22参照)



原東方付近の変動地形学的調査結果（詳細2/2）

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

図示範囲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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標高(m)

凡例

LCリニアメントの位置 0 500m 1,000m

湯草北西～田ヶ町では，Lｃランクリニアメント（東側が低い，崖線，三角状の急崖等）が認められる。

天神林町

0 2km

段彩陰影図（当社，1mメッシュDEM，高さ5倍強調）

田ヶ町

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の20万分1地勢図，数値地図200000

（地図画像）及び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号 平26情複，

第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院の長の承認を得なければならない。

地質平面図
(地質凡例はP22参照)



原東方付近の変動地形学的調査結果（鳥瞰図1/2）

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

図示範囲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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空中写真及び航空レーザーDEMによる変動地形学的調査の結果，原東方付近に変動地形の
可能性のある地形は判読されない。

原東方以南 鳥瞰図（国土地理院，10mメッシュDEM）

天神林町

0 2km

図示範囲

原東方

凡例

LDリニアメントの位置この地図は，国土地理院長の承認を得

て，同院発行の20万分1地勢図，数値地

図200000（地図画像）及び数値地図

25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合

は，国土地理院の長の承認を得なけれ

ばならない。



原東方付近の変動地形学的調査結果（鳥瞰図2/2）

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

図示範囲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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湯草北西～田ヶ町方 鳥瞰図（国土地理院，10mメッシュDEM）

天神林町

0 2km

田ヶ町

凡例

LCリニアメントの位置

湯草北西～田ヶ町では，Lｃランクリニアメント（東側が低い，崖線，三角状の急崖等）が
認められる。

この地図は，国土地理院長の承認を得

て，同院発行の20万分1地勢図，数値地

図200000（地図画像）及び数値地図

25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合

は，国土地理院の長の承認を得なけれ

ばならない。



原東方付近の棚倉破砕帯西縁断層を横断するＬ１段丘面について

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

図示範囲

凡例

L1段丘面

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

55

芦間町南方露頭
0 500m 1,000m

・地表地質調査の結果から，原東方付近における棚倉破砕帯西縁断層の位置を特定した。
・棚倉破砕帯西縁断層を横断してL1段丘面が分布している。

DEM表示範囲

凡例

段彩陰影図（当社作成1mメッシュDEM）

天神林町

0 2km

図示範囲

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の20

万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及び数値地図

25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院の

長の承認を得なければならない。

地質平面図
(地質凡例はP22参照)



原東方付近の棚倉破砕帯西縁断層の推定位置（文献調査）

段彩陰影図範囲

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

図示範囲

凡例

L1段丘面

段彩陰影図範囲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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文献においても原東方付近の棚倉破砕帯西縁断層は，ほぼ直線的に南方に連続しているとされている。

20万分の1 地質図幅「水戸」（2001）に
加筆

(地質凡例はP208参照)

大槻（1975）に加筆
(地質凡例はP207参照)

天神林町

0 2km
段彩陰影図

（当社，1mメッシュDEM）
この地図は，国土地理院長の承認を

得て，同院発行の20万分1地勢図，数

値地図200000（地図画像）及び数値地

図25000（地図画像）を複製したもので

ある。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場

合は，国土地理院の長の承認を得な

ければならない。



原東方付近の棚倉破砕帯西縁断層の推定位置（走向線図）
凡例

L1段丘面

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

図示範囲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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・棚倉破砕帯西縁断層は断層近傍で中新統の層理面の傾斜が急傾斜を示す特徴を有している。
・当該範囲に分布する中新統（大門層，西染層及び瑞龍層）の層理面の走向がNNW-SSEで，傾斜が高角度になる
領域がNNW-SSE方向に認められ，文献と同様の位置に棚倉破砕帯西縁断層が分布しているものと考えられる。

走向線図 凡例

右側に傾斜

この地図は，国土地理院長の承認を

得て，同院発行の20万分1地勢図，数

値地図200000（地図画像）及び数値地

図25000（地図画像）を複製したもので

ある。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場

合は，国土地理院の長の承認を得な

ければならない。

天神林町

0 2km

段彩陰影図
（当社，1mメッシュDEM）

走向線図



原東方付近のＬ１段丘堆積物の年代について

表土

露頭位置
●

凡例

L1段丘面

(Ag-KP)

表土

漸移部

ﾛｰﾑ層

段
丘
堆
積
物

松平町露頭写真

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

図示範囲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

細粒軽石層（粒径2～5mm）(Ag-KP)
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Ｌ１段丘面の構成層の上部には厚さ約1.5mのローム層及び表土が分布し，ローム層の直下には厚さ約15cmの
細粒軽石層が認められ，これがAg-KP（4万5千年前以前）に対比されることから，この段丘面の離水年代は概ね
5万年前と判断される。

松平町露頭柱状図

50cm

0

この地図は，国土地理院長の承認を

得て，同院発行の20万分1地勢図，数

値地図200000（地図画像）及び数値地

図25000（地図画像）を複製したもので

ある。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場

合は，国土地理院の長の承認を得な

ければならない。

天神林町

0 2km

段彩陰影図
（当社，1mメッシュDEM）



Ag-KPの同定について
2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

湯小屋露頭（鈴木(1989)に記載）の露頭でのAg-KP松平町で確認されたAg-KP
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松平町のＬ１段丘堆積物直上で確
認されたテフラは，φ2～5mmの黄
白色のパミスからなり，これは鈴
木（1989）で示される湯小屋露頭
のAg-KPと色調，粒度等の層相が
同様であることから，松平町で確
認されたテフラはAg-KPに対比さ
れる。

湯小屋露頭位置

※図1・2は鈴木(1989)より引用加筆

図2  東茨城台地面の地質柱状図



原東方付近のＬ１段丘面の人工改変について

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

図示範囲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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天神林町

0 2km

1947年米軍撮影航空写真で認められる地形と現在の地形を比較したが，少なくともL1段丘面に大規模な
人工改変は確認されない。

段彩陰影図（当社，1mメッシュDEM）

凡例

L1段丘面

この地図は，国土地理院長の承認を

得て，同院発行の20万分1地勢図，数

値地図200000（地図画像）及び数値地

図25000（地図画像）を複製したもので

ある。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場

合は，国土地理院の長の承認を得な

ければならない。



釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

図示範囲

b

b’

A A’

B’
B

b

b’

凡例

L1段丘面

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

原東方付近のＬ１段丘面上の地形断面

建築物
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この地図は，国土地理院長の承認を

得て，同院発行の20万分1地勢図，数

値地図200000（地図画像）及び数値地

図25000（地図画像）を複製したもので

ある。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場

合は，国土地理院の長の承認を得な

ければならない。

天神林町

0 2km

棚倉破砕帯西縁断層を横断して分布するL1面（概ね５万年前に離水）に変位・変形は認められない。

点線：b－b’地形断面をB－B’地形断面へ投影

C’

C

地形断面(当社作成1mメッシュDEMより作成)

建築物



余白
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余白



コメントNo.3に対する検討結果
[コメントNo.3] 芦間町南方露頭の断層の活動性の評価について，丁寧に説明すること。

検討項目 検討結果

文献調査

・新編 日本の活断層（1991）
・活断層詳細デジタルマップ（2002）
・活断層データベース（2015）
・50万分の1活構造図「新潟」（1984）
・関東地域の活断層の長期評価 (2015)
・20万分の1地質図幅「水戸」（2001）

・当社が棚倉破砕帯西縁断層の南端と評価している原東方以南に
おいて，活構造を指摘する文献はない。

空中写真及び航空レーザーDEM（1mメッシュ
及び10mメッシュ）による変動地形学的調査

・段彩陰影図

・空中写真及び航空レーザーDEMによる変動地形学的調査の結果，
原東方以南に変動地形の可能性のある地形は判読されない。

取上北方

釜の平

田ヶ町

百目木

中染町

西染町

湯草

畑中

馬次東方

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の
20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及び数値
地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）
本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院
の長の承認を得なければならない。

彩陰影

地表地質調査 ・芦間地点では，棚倉破砕帯西縁断層の西側に中新統の大門層が，
東側に瑞龍層が分布しており，これらの地層を鮮新統の久米層が
不整合に覆っている。
・久米層と瑞龍層との地層境界はＮＷ－ＳＥ方向であり，棚倉破砕
帯西遠断層から離れた位置においては両層とも層理面の傾斜は
緩く，両層は不整合関係で接している。
・大門層が久米層に不整合に覆われている露頭においては，大門層
は全体に破砕されているがいずれも固結しており，これらの破砕部
を切断する平面的で連続性の良い断層面及び軟質粘土状破砕部
は認められない。久米層は変形しており，露頭下部ではほぼ直立
する部分も見られるが，露頭上部では層理面は緩い傾斜である。
・ 更に南方の露頭においては，久米層には見かけ鉛直変位量が数
10cmの断層が認められるが，平面性は低く連続性はやや不明瞭
であり，粘土状破砕部を伴わない。

いずれの調査結果からも，活構造を示唆する状況は得られなかった。

0 2km

芦間町南方

原東方

芦間町



50万分の1活構造図「新潟(1984)」

文献調査結果（1/2）
産業技術総合研究所「活断層データ

ベース(2015)」

中田・今泉編「活断層詳細デジタル

マップ(2002)」

活断層研究会編「新編 日本の活断

層(1991)」

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

地震調査委員会「関東地域の活断層の長期評価

(2015)」

比較範囲

産業技術総合研究所「20万分の1地質図幅
「白河」(2007)」及び地質調査所「20万分の1
地質図幅「水戸」(2001)」

原東方
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当社が棚倉破砕帯西縁断層の南端と評価している原東方以南において，活構造を指摘する文献はない。

原東方原東方原東方 原東方 原東方

：活動セグメント

凡例

：推定断層

凡例凡例

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の
20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及び数値
地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）
本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院
の長の承認を得なければならない。

凡例

本範囲に活構造は記載されていない。

「活構造は本地域には確認されていな
い」と記載されている。

凡例



文献調査結果（2/2）
「関東地域の活断層の長期評価（地震調査委員会，2015）」における棚倉破砕帯
西縁断層の長期評価

関東地域の陸域および沿岸域でＭ6.8以上の地震を起こす可能性のある活断
層をすべて評価することを目指して，活断層の分布に関する既存資料や地質構造，
重力異常，空中写真等を精査し，活断層としての証拠が揃っているものを選定して
評価されている。

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

「20万分の1地質図幅「水戸」(地質調査所，2001)」の解説

前頁の比較範囲（の一部）

●東海第二発電所

65

・地震調査委員会（2015）においては，棚倉破砕帯西縁断層を活断層の可能性の低い構造として評価している。
・地質調査所(2001)によると，「活断層は本地域には確認されていない。」とされている。

地震調査委員会(2015)：「関東地域の活断層の長期評価」より編集し作成 地質調査所(2001)：「20万分の1地質図幅「水戸」」より編集し作成



芦間町付近の変動地形学的調査結果

原東方

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬
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空中写真及び航空レーザーDEMによる変動地形学的調査の結果，芦間町付近に変動地形の可能性
のある地形は判読されない。

0 1km

凡例

地質平面図（地質凡例はP22参照）

芦間町

天神林町

0 2km

図示範囲

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の20万分1地勢

図，数値地図200000（地図画像）及び数値地図25000（地図画像）を複

製したものである。（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院の長の承認を

得なければならない。

拡大範囲

段彩陰影図 (当社，1mメッシュDEM，高さ5倍強調)



芦間町付近の地表地質調査結果

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町南方露頭①

芦間町付近において詳細な地表地質調査を実施。

• 芦間地点では，棚倉破砕帯西縁断層
の西側に中新統の大門層が，東側に
瑞龍層が分布しており，これらの地層
を鮮新統の久米層が不整合に覆って
いる。

• 大門層の層理面の一般的な走向は
NE-SW，傾斜は20度程度SE，一方，
瑞龍層の層理面の一般的な走向は
NE-SW，傾斜は20度程度NWである。
西縁断層の近傍では，大門層，瑞龍
層共に高角度になる。

• 久米層と瑞龍層との地層境界はNW-
SE方向であり，棚倉破砕帯西遠断層
から離れた位置においては両層とも
層理面の傾斜は緩く，両層は不整合
関係で接している。

• 芦間町南方露頭①では，大門層が久
米層に不整合に覆われており，大門
層は全体に破砕されているがいずれ
も固結しており，これらの破砕部を切
断する平面的で連続性の良い断層面
及び軟質粘土状破砕部は認められな
い。久米層は変形しており，露頭下部
ではほぼ直立する部分も見られるが，
露頭上部では層理面は緩い傾斜であ

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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芦間町

天神林町

0 2km

図示範囲

この地図は，国土地理院長の承認を

得て，同院発行の20万分1地勢図，数

値地図200000（地図画像）及び数値地

図25000（地図画像）を複製したもので

ある。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場

合は，国土地理院の長の承認を得な

ければならない。

芦間町南方露頭②

ボーリング調査位置

芦間町南方露頭周辺ルートマップ位置

露頭上部では層理面は緩い傾斜であ
る。

• 芦間町南方露頭②では，久米層には
見かけ鉛直変位量が数10cmの断層
が認められるが，平面性は低く連続性
はやや不明瞭であり，粘土状破砕部
を伴わない。

久米層と瑞龍層の不整合露頭

芦間町付近の地質平面図



久米層と瑞龍層の不整合露頭
2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

NE SW

瑞龍層（中新統）

久米層（鮮新統）

不整合境界
崩土

68

・久米層と瑞竜層との境界に破砕は認められず不整合関係で接する。
・不整合境界の走向傾斜は，概ねN45E16Nを示す。
・久米層は主に砂混じり泥岩からなり，礫岩の薄層を伴う。また，基底部に
凝灰質泥岩を伴っている。
・瑞竜層は硬質な泥岩及び砂岩からなる。

久米層と瑞龍層の不整合露頭 露頭スケッチ 久米層と瑞龍層の不整合露頭 拡大ルートマップ

久米層と瑞龍層の不整合露頭 全景写真



久米層中の
弱い細片状破砕部

大門層中の砂状～
細片状破砕部

久米層基底の不整合境界

芦間町南方露頭①（1/2）
2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

久米層 久米層

表土

崖錐堆積物

崖錐堆積物

表土

69
露頭写真

露頭スケッチ
断層走向(N側)から見た概念図

・ 中新統の大門層の層理面は急傾斜を示し，全体に細片状 岩片状に破砕されている。大門層は久米層に不整合に覆われている。
・ 久米層は変形しており，露頭下部ではほぼ直立しているが，露頭上部では層理面は約10°程度の緩い傾斜である。
・ 大門層に認められる破砕部はいずれも固結しており，これらの破砕部を切断する平面的で連続性の良い断層面及び軟質粘土状破砕部は認められ
ない。
・ 久米層については，露頭下部で弱い細片状破砕部が認められる。一部でやや固結した幅数mm以下の防縮する粘土状～細片状破砕部を伴うが，
破砕部は湾曲し，凹凸している。また露頭上部では破砕部は認められない。

凡 例

久米層基底の
不整合境界

久米層の層理面

大門層中の
砂状～細片状破砕部

久米層中の
弱い細片状破砕部

久米層

大門層

大門層

表土
久米層

大門層

久米層

大門層



芦間町南方露頭①（2/2）
2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

拡大写真１
・ 大門層の破砕はやや強く，砂状 細片状破砕部になっている。
・ 大門層に認められる破砕部はいずれも固結しており，これらの破砕部を切断する平面的で
連続性の良い断層面及び軟質粘土状破砕部は認められない。
・ 久米層については，露頭下部で弱い細片状破砕部が認められる。一部でやや固結した幅
数mm以下の防縮する粘土状～細片状破砕部を伴うが，破砕部は湾曲し，凹凸している。
また露頭上部では破砕部は認められない。

久米層

大門層

拡大写真１
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拡大写真２
・ 大門層は久米層に不整合に覆われて
いる。
・ 大門層の破砕はやや強く，砂状 細
片状破砕部になっており，大門層の砂
質泥岩沿いに幅5～10ｃｍの砂状破砕
部が認められる。
・ 大門層の破砕部はいずれも固結して
おり，これらの破砕部を切断する平面
的で連続性の良い断層面及び軟質粘
土状破砕部は認められない。

露頭全体写真

拡大写真２

凡 例

久米層基底の
不整合境界

久米層の層理面

大門層中の
砂状～細片状破砕部

久米層中の
弱い細片状破砕部



芦間町南方露頭周辺の地質平面図

棚倉破砕帯西縁断層の走向と，ボーリング調査により確認した
地層の分布から，棚倉破砕帯西縁断層は図に示すボーリング孔
の間に存在していると判断した。

芦間町付近では，新第三系鮮新統の久米層がほぼ水平に断層
を覆って連続して分布している。

芦間町南方露頭では，久米層中に断層が認められるが，断層面
はほぼ癒着している。

棚倉破砕帯西縁断層と
同方向の小規模な断層

第１９４回審査会合
資料３－２再掲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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棚倉破砕帯西縁断層と
斜交する小規模な断層



芦間町南方露頭周辺の地質断面図

棚倉破砕帯西縁断層と
同方向の小規模な断層

棚倉破砕帯西縁断層と
斜交する小規模な断層

第１９４回審査会合
資料３－２再掲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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２本のボーリング調査の結果，西側に中新統の大門層，東側に中新統の瑞
龍層が分布していることを確認した。

本地点の北方で確認した地層の分布と断層の走向から，中新統を切る棚倉
破砕帯西縁断層はこの2本のボーリング孔の間に存在していると判断した。

大門層

瑞龍層



芦間町南方 ボーリング柱状図

AW-1孔
（孔口標高90.80m） AE-1孔

（孔口標高80.86m）

砂礫層
（高位段丘堆積物相当）

久米層
（上部鮮新統）

AW-1孔 砂礫層
（標高87.3-87.1m）

AW-1孔 久米層（泥岩）
（標高77.2-77.0m）

AW-1孔 久米層（泥岩，砂岩を挟む）
（標高65.3-65.1m）

＜久米層＞
基底部は礫岩，下部及び上部は泥岩が卓越し，中部は砂岩の
挟みが多い。
本地点は久米層分布の北縁に位置し，堆積盆地の縁であるた
め，層相の側方変化が激しい。

上 下

上 下

上 下

第１９４回審査会合
資料３－２再掲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

＜砂礫層＞
頁岩，砂岩，チャート及び花崗岩等の円～亜円礫を含むシルト
混じりの粗粒砂で，鈍い黄褐色を呈する。
下位の久米層の最上部約1mは褐色に風化している。
周辺に分布するMIS5e段丘面より高い標高に分布し，開析を
受け地形面が認められないことから高位段丘堆積物相当の地
層と考えられる。
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大門層
（中部中新統）

瑞龍層
（中部中新統）

AE-1孔 瑞龍層
（標高8.56-8.36m）

AW-1孔 大門層
（標高16.8-16.6m）

AW-1孔 久米層（礫岩）
（標高29.3-29.1m）

＜中新統＞

芦間町南方露頭北方約500m付近に露出する瑞龍層（棚倉破
砕帯西縁断層の東側）は砂岩泥岩互層を主体とし，大門層（棚
倉破砕帯西縁断層の西側）は泥岩を主体とする。

②瑞龍層（AE-1孔）
・砂岩泥岩互層
・層理面の傾斜は20°程度

①大門層（AW-1孔）
・泥岩が卓越
・層理面の傾斜は60°以上

上 下

上 下

上 下



芦間町南方露頭周辺 ルートマップ
棚倉破砕帯西縁断層の延長部を横断する
連続露頭には，ほぼ水平な層理面からな
る新第三系鮮新統の久米層が確認された。

棚倉破砕帯西縁断層の推定延長部にあた
る芦間町南方露頭では，久米層中にほぼ
同方向で，鉛直変位量は数十cmの小規模
な断層が認められた。

同露頭の西側にもさらに小さな鉛直変位量
（20cm～30cm）の小断層が認められたが，
走向は棚倉破砕帯西縁断層の延長方向と
斜交している。

棚倉破砕帯西縁断層と

第１９４回審査会合
資料３－２再掲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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棚倉破砕帯西縁断層と
同方向の小規模な断層

棚倉破砕帯西縁断層と
斜交する小規模な断層



芦間町南方露頭② スケッチ及び写真（1/2）
2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

断層断層

久米層

拡大3

拡大4

拡大2

拡大1

試料採取位置

砂質泥岩

Ｆb断層

Ｆa断層全体写真

f: N12E 84W

f: N3W 74W

A 泥岩薄層上端の境界面

凡 例

泥岩薄層上端の境界面

断層

A

75

＜Fa断層＞

断層面の方向は，N12°E84°W

鉛直変位量は約50cm

断層面の連続性はやや不明瞭で，特に砂岩中で

は，しばしば分岐し，平面性は低い。また幅約

5mmの砂礫岩を挟在しているが，粘土状破砕部を
伴わない。

砂礫岩は，周囲の砂岩層と同様の固結の程度で

ある。

条線は不明瞭であるがほぼ水平 緩く北プランジ

である。

拡大3 拡大4

・久米層には，見かけ鉛直変位量数cm程度の小断層が数条認められる。久米層は概ね
ＮＮＥ－ＳＳＷ走向で緩い東傾斜の同斜構造を示し，断層による引きずり変形はほとん
ど認められない。
・これらの断層のうち見かけ鉛直変位量が数10cmで，比較的連続性の良い断層として，
Fa断層及びFb断層が確認された。
・Fa断層断の連続性はやや不明瞭で，平面性は低い。また幅約5mmの砂礫岩を挟在し
ているが，粘土状破砕部を伴わない。

一部に礫を含む砂岩中の断層面の連続

性はやや不明瞭でしばしば分岐し，平面性

は低い。 砂岩と泥岩の境界の断層面の連続性はやや不明瞭でしばしば分岐し，平面性

は低い。また幅約5mmの砂礫岩を挟在しているが，粘土状破砕部を伴わない。
砂礫岩は，周囲の砂岩層と同様の固結の程度である。

拡大1

拡大2

Ｆａ断層

泥岩中の断層面の連続性はやや不明瞭で平面性は低い。また幅約5mmの砂礫
岩を挟在しているが，粘土状破砕部を伴わない。

砂礫岩は，周囲の砂岩層と同様の固結の程度である。



2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

久米層

試料採取位置

A

砂質泥岩

Ｆb断層

Ｆb断層全体写真

芦間町南方露頭② スケッチ及び写真（2/2）

f: N12E 84W

f: N3W 74W

泥岩薄層上端の境界面

凡 例

泥岩薄層上端の境界面

断層

A
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＜Fb断層＞

断層面の方向は， N3°W74°W

鉛直変位量は約10㎝

断層沿いに，周囲の砂岩層と同様の固結の程度である，幅約5㎝の
岩片状部（泥岩や砂岩片）を伴う。

泥岩中ではFa断層に比較すると断層面の平面性はやや高いが，砂
岩中の断層面は不明瞭である。

一部で幅数mmの砂状部を挟在する部分もあるが，挟在物はほとん
ど無く，粘土状破砕部を伴わない。

条線はほぼ水平である。

・Fb断層はFa断層に比較すると平面性はやや高いが，連続性はやや不明瞭である。一
部で幅約数mmの砂状部を挟在する部分もあるが，挟在物はほとんど無く，粘土状破
砕部を伴わない。

泥岩中ではFa断層に比較すると断層面
の平面性はやや高いが，連続性が悪く，
断層面では剥離しない。

挟在物は認められない。

砂岩中の断層面は不明瞭である。

一部で幅数mmの砂状部を挟在する部分
もあるが，挟在物はほとんど無く，粘土状
破砕部を伴わない。

Ｆａ断層



芦間町南方露頭② ブロックサンプル（鉛直・水平方向）

薄片作成位置

up S
Fa断層

Fa断層

第１９４回審査会合
資料３－２再掲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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・泥岩中のFa断層に沿って，砂礫岩（泥岩上位の細礫混じり泥質細粒砂岩と周囲の泥岩の混在からなる）
が挟在している。
・泥岩と砂礫岩との境界は，平面的ではなく，連続性も悪い。
・砂礫岩中の礫の配列には定向性は無く，縞状の構造を有する粘土状破砕部及びせん断変形組織は認め
られない。

Fa断層
f.N12E.84W

久米層泥岩 久米層泥岩

久米層
砂礫岩W E

Fa断層
f.N12E.84W

久米層泥岩 久米層泥岩久米層砂礫岩

W E

N

ブロックサンプル（鉛直方向） ブロックサンプル（水平方向）



芦間町南方露頭② 薄片観察（鉛直方向）

久米層泥岩 久米層泥岩久米層砂礫岩 up 久米層泥岩 久米層泥岩久米層砂礫岩

第１９４回審査会合
資料３－２再掲

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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・薄片の観察範囲の砂礫岩の基質は，主として泥岩上位の細礫混じり泥質細粒砂岩からなる。
・泥岩と砂礫岩との境界に破砕物質は認められず，泥岩と砂礫岩がほぼ密着している。
・砂礫岩の粒子の配列に定向性は無く，無構造である。



コメントNo.4に対する検討結果
[コメントNo.4] 芦間町南方以南において，地球物理学的調査記録，地形の詳細情報等を用いて，棚倉破砕帯の伏在する位置及び地形との関係を丁寧に

説明すること。

取上北方

釜の平

田ヶ町

百目木

中染町

西染町

湯草

畑中

馬次東方

検討項目 検討結果

文献調査

・新編 日本の活断層（1991）
・活断層詳細デジタルマップ（2002）
・活断層データベース（2015）
・50万分の1活構造図「新潟」（1984）
・関東地域の活断層の長期評価 (2015)
・20万分の1地質図幅「水戸」（2001）
・大槻(1975)

・当社が棚倉破砕帯西縁断層の南端と評価している原東方以南に
おいて，活構造を指摘する文献はない。
・ 大槻（1975）が示す棚倉破砕帯西縁断層の特徴及び当社の反射
法地震探査の結果から，天神林町付近の棚倉破砕帯西縁断層の
位置を特定した。

反射法地震探査 ・ 大槻（1975）が示す棚倉破砕帯西縁断層の特徴及び当社の反射
法地震探査の結果から，天神林町付近の棚倉破砕帯西縁断層の
位置を特定した。

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の
20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及び数値
地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）
本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院
の長の承認を得なければならない。

0 2km

天神林町

置 特定 。

空中写真及び航空レーザーDEM（1mメッシュ
及び10mメッシュ）による変動地形学的調査

・鳥瞰図
・段彩陰影図
・アナグリフ

・空中写真及び航空レーザーDEMによる変動地形学的調査の結果，
原東方以南に変動地形の可能性のある地形は判読されない。
・文献調査及び反射法地震探査から特定した棚倉破砕帯西縁断層
を横断して分布するM1段丘面に変位・変形が無いことを確認した。

いずれの調査結果からも，活構造
を示唆する状況は得られなかった。



50万分の1活構造図「新潟(1984)」

文献調査結果（1/2）
産業技術総合研究所「活断層データ

ベース(2015)」

中田・今泉編「活断層詳細デジタル

マップ(2002)」

活断層研究会編「新編 日本の活断

層(1991)」

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

地震調査委員会「関東地域の活断層の長期評価

(2015)」

比較範囲

産業技術総合研究所「20万分の1地質図幅
「白河」(2007)」及び地質調査所「20万分の1
地質図幅「水戸」(2001)」

原東方

80
当社が棚倉破砕帯西縁断層の南端と評価している原東方以南において，活構造を指摘する文献はない。

原東方原東方原東方 原東方 原東方

：活動セグメント

凡例

：推定断層

凡例凡例

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の
20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及び数値
地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）
本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院
の長の承認を得なければならない。

凡例

本範囲に活構造は記載されていない。

「活構造は本地域には確認されていな
い」と記載されている。

凡例



文献調査結果（2/2）
「関東地域の活断層の長期評価（地震調査委員会，2015）」における棚倉破砕帯
西縁断層の長期評価

関東地域の陸域および沿岸域でＭ6.8以上の地震を起こす可能性のある活断
層をすべて評価することを目指して，活断層の分布に関する既存資料や地質構造，
重力異常，空中写真等を精査し，活断層としての証拠が揃っているものを選定して
評価されている。

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

「20万分の1地質図幅「水戸」(地質調査所，2001)」の解説

前頁の比較範囲（の一部）

●東海第二発電所
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・地震調査委員会（2015）においては，棚倉破砕帯西縁断層を活断層の可能性の低い構造として評価している。
・地質調査所(2001)によると，「活断層は本地域には確認されていない。」とされている。

地震調査委員会(2015)：「関東地域の活断層の長期評価」より編集し作成 地質調査所(2001)：「20万分の1地質図幅「水戸」」より編集し作成



天神林町付近の変動地形学的調査結果（全体）

【天神林町付近】
地表地質調査結果及び反射法地震探査か
ら特定 た棚倉破砕帯 縁断層を横断

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

取上北方

小生瀬

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

ら特定した棚倉破砕帯西縁断層を横断し
て分布するM1段丘面に変位・変形が無い
ことを確認した。

西染町

原東方

芦間町

天神林町

0 2km



天神林町付近の段丘面区分
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段丘面区分図 段彩陰影図（当社，1mメッシュDEM）

標高(m)

0 500 1,000m

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）

及び数値地図25000（地図画像）を複製したものであ

る。（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

0 500 1,000m

凡例

M1

M1

M1

L2

M4
L3

L1

・文献調査，地表地質調査及び反射法地震探査の結果から，原東方以南の棚倉破砕帯西縁断層の位置を特定した。

・棚倉破砕帯西縁断層を横断して分布する天神林付近のM1段丘面（ＭＩＳ5eの海成段丘）に変動地形は認められない。

反射法地震探査による
断層推定位置

天神林町

0 2km

図示範囲 M1段丘面



文献調査及び反射法地震探査

E 
 W

Line A
東海第二発電所

久慈川

中新統

鮮新統

・大槻（1975）によると，棚倉破砕帯西縁断層は，断層西側
が沈降して堆積した新第三系からなる半地溝状の地質構
造に特徴付けられ，ＮＮＷ－ＳＳＥ方向に連続するとされて
いる。
・当社による反射法地震探査の結果によれば，大槻（1975）
が示す棚倉破砕帯西縁断層の南方延長部に，西側が沈降
した同様な半地溝状の地質構造が認められることから，半
地溝状の地質構造の東側の境界をなす断層を棚倉破砕帯
西縁断層と判断した。

棚倉破砕帯西縁断層(推定)

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

84

反射法解釈図（Line1）

棚倉破砕帯破砕岩
（カタクラサイト）

日立変成岩類

八溝層群

棚倉破砕帯東縁断層（推定）

棚倉破砕帯西縁断層（推定）

反射法解釈図（Line2）

縦：横＝１：１

0 2km

Line A

中新統

日立変成岩類

鮮新統

八溝層群

E  W

棚倉破砕帯東縁断層（推定）

棚倉破砕帯西縁断層（推定）

棚倉破砕帯破砕岩
（カタクラサイト）

大槻（1975）に加筆

棚倉破砕帯西縁断層(推定)

地質構造断面



天神林町の段丘面区分
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日本の海成段丘アトラス（2001）に加筆

凡例

日本の海成段丘アトラス（2001）によれば，天神林町に分布するM1段丘面はＭＩＳ5eの海
成段丘とされている。

0 5km 0 5km

段丘面区分図

天神林町のM1段丘面

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）

及び数値地図25000（地図画像）を複製したものであ

る。（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

天神林町

0 2km

図示範囲
天神林町のM1段丘面



天神林町付近M1段丘面の火山灰分析結果

露頭上方のM1面標高は約50㎝
地表からAg-KPまで約1m

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

標高(m)

0 50 0 1 ,000m

M1段丘面

芦間町南方露頭②

火山灰試料採取位置火山灰試料採取位置
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M1段丘面の形成年代については，段丘堆積物上に厚さ約3mのローム層および表土があり，地表から約1m下に
厚さ約15cmのAg-KPに同定される軽石層が，またこの軽石層の下位約2m付近のローム層下部にはK-Tzが認めら
れ，さらにその下位に数十cmのローム層が分布することから，この段丘堆積物の堆積年代はMIS5eと判断される。

Aｇ-KP：45,000年前以前
K-Tz： 95,000年前



天神林町付近M1段丘面の断面図

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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拡大範囲
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この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）

及び数値地図25000（地図画像）を複製したものであ

る。（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

天神林町

0 2km

図示範囲
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天神林町付近M1段丘面の断面図(反射法地震探査結果との比較)
2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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・天神林町のM1段丘面は，反射法地震探査で確認される棚倉破砕帯西縁断層の変形幅を網羅する広がりで分布している。
・M1段丘面（MIS5eの海成段丘）には変位・変形は認められない。

天神林町のM1段丘面(A-A’断面)と反射法地震探査結果との比較図（横軸を同スケールにて比較）

中新統
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棚倉破砕帯西縁断層(推定)

右図拡大範囲



天神林町付近M1段丘面の西端付近の状況について
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2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

89

地形断面図(当社，1mメッシュDEMより作成)

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）

及び数値地図25000（地図画像）を複製したものであ

る。（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

天神林町

0 2km

図示範囲

A A’

古墳

状況写真（古墳）

M1段丘面の西端付近に認められる微小な凸地形は古墳（狐塚古墳）であり，M1段丘面上に円錐状に積み上げられた人工
地形である。

20m

10m

30m

40m

50m

60m
標高



検討結果

活構造の可能性が指摘
されているか，リニアメン
トが判読される。
→ 活構造調査の必
要性がある。

取上北方

釜の平

田ヶ町

百目木

中染町

西染町

湯草

畑中

馬次東方

リニアメントに相当
する断層が認めら
れる。
→ 活動性を検
討すべき断層
がある。

震源として考慮する活断
層として評価

断層は断層ガウジを挟
在し，軟質な箇所もある。
→ 新期の活動を示
唆する状況がある。

上載地層法などによる評
価の適地がない。
→ 後期更新世以降
の活動が否定でき
ない。

活構造の可能性は指摘されておらず，
断層は断層ガウジを挟在 ず 軟質な箇所

【取上北方～原東方】

【原東方以南】

原東方付近
念のための調査

2. 1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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[コメントNo.2] 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）及び棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層端部について，変動地形学
的調査結果，地表地質調査結果をより詳細に示し，地質断層との関係も含めて，丁寧に説明すること。

・ 文献調査，変動地形学的調査（DEM含む），地表地質調査を追加実施
・ 原東方付近において，変動地形の可能性のある地形がないこと，L1段丘面に変位・変形がないことを確認した。

[コメントNo.3] 芦間町南方露頭の断層の活動性の評価について，丁寧に説明すること。

・ 文献調査，変動地形学的調査（DEM含む） ，地表地質調査を追加実施
・ 芦間町南方において，棚倉破砕帯西縁断層（の一部）と同方向（N-S走向）の断層が確認されたが，断層面は連続性
が悪く雁行状をなし，粘土状破砕部は認められず，断層面では剥離しない。
・ 芦間町南方において，NW-SE走向の断層はないことを確認した。

・ 文献調査，変動地形学的調査（DEM含む） ，地表地質調査を追加実施
・ 天神林町において，反射法地震探査の結果から，棚倉破砕帯西縁断層（の一部）はM1段丘面の直下に位置し，同段
丘面に変位・変形がないことを確認した。

[コメントNo.4] 芦間町南方以南において，地球物理学的調査記録，地形の詳細情報等を用いて，棚倉破砕帯の伏
在する位置及び地形との関係を丁寧に説明すること。

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の
20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及び数値
地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）
本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院
の長の承認を得なければならない。

0 2km

リニアメントも判読されない。
→ 活構造はないものと判断。 震源として考慮する活断層

ではないと評価

断層は断層ガウジを挟在せず，軟質な箇所
もない。
→ 新期の活動を示唆する状況もない。芦間町南方

天神林町

いずれの調査結
果からも，活構造
を示唆する状況
は得られなかっ
た。

【審査会合でのコメントを踏まえた検討】



2.2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層
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上渋井から明神峠までの長さ約20kmに
ついて，震源として考慮する活断層として

中石井

板庭

押立

入宝坂

小高

上渋井

【古屋敷～小高】
新第三系中新統の堆積岩と竹貫変成岩類の侵食
に対する抵抗性の差を反映した地形と考えられる。
文献において指摘されているリニアメントは判読されない。
文献において指摘されているリニアメントは新第三系中新
統の堆積岩と竹貫変成岩類との不整合境界とおおむね一
致している。

約20km

古屋敷

【上渋井～明神峠】
（補足説明資料（その1）2-56～72頁）

後期更新世以降の活動は否定できない。
判読されたリニアメントは，断層等とほぼ一致している。

新第三系中新統の
堆積岩と竹貫変成岩
類の侵食に対する抵
抗性の差を反映した
地形と判断される。

棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層の評価
2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

第１９４回審査会合
資料３－２加筆修正
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評価する。

追分

馬渡戸

入宝坂

折屋

小妻

明神峠

折橋町

【明神峠～折橋町】
（補足説明資料（その1）2-73～77頁）

竹貫変成岩類と東金砂山層の侵食に対する抵抗性
の差を反映した急斜面等によるものと考えられる。
リニアメントと一致する断層は認められない。
リニアメントは竹貫変成岩類と東金砂山層の不整合境界にほ
ぼ一致している。

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

最新面は平面的ではなく，破砕部は固結している。
しかしながら，上載地層との関係は確認できない。

竹貫変成岩類と東金
砂山層の侵食に対す
る抵抗性の差を反映し
た急斜面等によるもの
と判断される。

0 2km

(地質凡例はP97参照)



当社の変動地形判読結果

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

文献調査及び変動地形学的調査結果
2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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「新編 日本の活断層（1991）」で示されている確実度Ⅲ（活断層の疑いのあるリニアメント）の位置付近及び「活断層詳細デジタル

マップ（2002）」で示されている推定活断層の位置付近にリニアメントが判読される。



上渋井

中石井

板庭

押立

古屋敷

小高【上渋井～中石井】

判読される区間長：約5km

LC及びLDリニアメント（西側が低い）

三角状の急崖等

【板庭北方～入宝坂北方】

判読される区間長：約9km

LC及びLDリニアメント（東側が低い）

斜

【押立～追分北方】

判読される区間長：約8km

LC及びLDリニアメント（一部で西側が低い）

三角状の急崖等

【古屋敷～小高東方】

「新編 日本の活断層（1991）」で示された

古屋敷から小高東方の確実度Ⅲの位置付近

に，リニアメントは判読されない。

変動地形学的調査結果（全体）
2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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凡例

0 2km

追分

馬渡戸

入宝坂

明神峠

折橋町

三角状の急斜面等

【入宝坂～明神峠～折橋町】

判読される区間長：約21km

入宝坂～明神峠

・LCリニアメント（西側が低い）

・三角状の急崖，急斜面等

明神峠～折橋町

・LDリニアメント（西側が低い）

・断続的で不鮮明な三角状の急斜面，鞍部等

【追分～馬渡戸南西方】

判読される区間長：約3.5km

LDリニアメント（東側が低い）

鞍部等

ま わだ と

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。



北部 中部

変動地形学的調査結果（北部・中部拡大）
第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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0 2km

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。 0 2km



変動地形学的調査結果（南部拡大）
第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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0 2km

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。



判読されたリニアメント周辺には，先中生界の竹貫変成

岩類，白亜系の阿武隈花崗岩類，古第三系～白亜系のカ

タクラサイト，新第三系中新統の久保田層，赤坂層及び東

金砂山層，新第三系鮮新統の仁公儀層，第四系等が分布

する。

に こ ぎ

上渋井

中石井

板庭

押立

古屋敷

小高

地質平面図（全体）
第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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追分

馬渡戸

入宝坂

0 2km

凡例

川上西方
この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

明神峠

折橋町



北部

地質平面図（北部拡大）
第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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0 2km

【上渋井～中石井】
リニアメントにほぼ一致し
て，カタクラサイトと赤坂層を
境する断層等が認められる。

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

川上西方



地質平面図（中部・南部拡大）

【入宝坂～明神峠】
リニアメントにほぼ

【板庭北方～入宝坂北方】
北部ではリニアメントにほぼ
一致し，カタクラサイトの岩相
を境する断層が認められる。
南部ではリニアメントにほぼ
一致し，カタクラサイトと赤坂
層を境する断層が認められる。

【押立～追分北方】
リニアメント付近に，断層
による変位は認められない。

中部 南部

第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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0 2km

川上西方

【明神峠～折橋町】
リニアメントにほぼ一
致して，竹貫変成岩類
と東金砂山層との不整
合境界が認められる。

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

リニアメントにほぼ一
致して，阿武隈花崗岩
類とカタクラサイトを境
する棚倉破砕帯東縁断
層が認められる。

【追分～馬渡戸】

リニアメントにほぼ一
致して，阿武隈花崗岩
類中の断層が認めら
れる。

0 2km



折屋周辺の地質平面図

図示範囲

第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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折屋拡大ルートマップ位置0 2km この地図は，国土地理院長の承認を得て，

同院発行の20万分1地勢図，数値地図200000

（地図画像）及び数値地図25000（地図画像）

を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，

国土地理院の長の承認を得なければならない。

（LCリニアメント）



「活断層詳細デジタルマップ（2002）」
による推定活断層位置

折屋拡大ルートマップ
第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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露頭①

リニアメントを横断する連続露頭においてカタクラサイ
トと阿武隈花崗岩類を境する断層が認められる。

カタクラサイトと阿武隈花崗岩類の境界は，複数の断
層が分布する漸移的な断層として認められるが，いず
れの断層も断層面が平面的でなく，破砕部は固結し
ており，これを切る新期の断層は認められない。

「活断層詳細デジタルマップ（2002）」
による推定活断層位置



写真

花崗閃緑岩健岩部
（阿武隈花崗岩類）

折屋 露頭①スケッチ
第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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カタクラサイト中には，幅約40cm以下の粘土状破砕部が数条認められるが，破砕

部は固結している。

境界である断層面は凹凸に富み連続性に乏しく，その走向はＮＮＥ－ＳＳＷで，

50°～80°西に傾斜している。

これらの破砕部を切る新期の断層は認められない。

写真



リニアメントにほぼ一致して，

阿武隈花崗岩類とカタクラ

サイトを境する棚倉破砕帯

東縁断層が認められる。

道清では，リニアメント付近

で阿武隈花崗岩類とカタク

ラサイトを境する棚倉破砕

帯東縁断層が推定され，東

金砂山層はこれらの地層を

不整合に覆っている。

道清周辺の地質平面図

図示範囲

第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

0 2km

（LCリニアメント）



拡大ルートマップ位置

拡大ルートマップ
（1／2）位置

露頭②

極細粒～細粒砂岩（東金砂山層）

花崗岩類

（数字は傾斜の角度）

細粒砂岩

道清拡大ルートマップ（1/2）
第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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露頭①
礫混じり砂岩

リニアメント付近に，東金砂山層と花崗岩類と
の不整合境界が認められる。さらにリニアメン
トの西方約30m付近には，東金砂山層とカタク
ラサイトとの不整合境界が認められる。

本ルート付近では，東側に分布する基盤の花崗岩類と，西側に分布するカタクラサイトを
境する南北走向の断層が，東金砂山層の下位に伏在するものと推定される。

東金砂山層中には，N18°W40°～50°Wの断層面の癒着した断層が層理面沿いに認め
られる。



（礫混じり砂岩）

東金砂山層の粗～中粒砂岩と細粒砂岩の境界には，層理面に平行な断層
面が癒着した断層が認められ，幅1cm以下の固結した粘土状破砕部を挟在
する。この粘土状破砕部は部分的に軟質であるが，不連続である。

断層面の走向・傾斜はN18°W42°W，条線のレイク角は60°Sを示す。

断層近傍の東金砂山層の砂岩及び礫岩中には，泥岩脈が認められる。

道清 露頭①スケッチ
第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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写真2

幅1㎝以下の固結した粘土状破砕部
を挟在する。
（一部軟質であるが不連続）

pf.N60°W52°N



道清 露頭②スケッチ
第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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（細粒砂）

東金砂山層の極粗粒砂岩と礫岩の境界には，層理
面に平行な断層面の癒着した断層が認められ，幅
1cm～3cmの固結した粘土状破砕部を挟在する。こ
の粘土状破砕部は部分的に軟質で不連続である。
断層面の走向・傾斜はN18°W50°W，条線のレイク
角は60°Sを示す。
断層近傍の東金砂山層の礫岩中には，細粒砂脈が
認められる。
これらを切る新期の断層面は認められない。



拡大ルートマップ位置

拡大ルートマップ
（2／2）位置

極細粒～細粒砂岩（東金砂山層）

花崗岩類

（数字は傾斜の角度）

道清拡大ルートマップ（2/2）
第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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カタクラサイト中には複数の断層が認められるが，いずれも破砕部は固結している。



リニアメント付近で，竹

貫変成岩類と東金砂山

層との不整合面が認め

られる。

小妻町周辺の地質平面図

0 2km

図示範囲

この地図は 国土地理院長の承認を得

凡例

第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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小妻拡大ルートマップ位置
尾根部トレンチ調査位置

この地図は，国土地理院長の承認を得

て，同院発行の20万分1地勢図，数値地

図200000（地図画像）及び数値地図

25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合

は，国土地理院の長の承認を得なけれ

ばならない。

LDリニアメント

竹貫変成岩類



リニアメントの延長部の南西側には東金砂山層の砂岩及び礫岩が西

ないし南側へ25°程度傾斜して分布しており，北東側には竹貫変成岩

類の片麻岩が分布する。

東金砂山層は竹貫変成岩類との不整合面付近でやや急傾斜となり，

小規模な変位をもたらす断層面の癒着した断層が卓越している。

小妻拡大ルートマップ
第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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リニアメントの延長部

写真撮影方向



小妻町 露頭スケッチ
第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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東金砂山層は竹貫変成岩類との不整合面付近でやや急傾斜に

なり，断層面が癒着した断層が卓越している。



「活断層詳細デジタルマップ（2002）」
による推定活断層位置

拡大スケッチ範囲

写真1 撮影方向
写真2 撮影方向

写真1 トレンチ全景（南西端から撮影） 写真2 トレンチ全景（北東端から撮影）

小妻町 尾根部トレンチ調査結果
第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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「活断層詳細デジタルマップ（2002）」で示されている推定活断層を横断して掘削したトレンチ

の壁面には，東金砂山層の礫岩が西に緩く傾斜して分布している。

礫岩には，破砕帯や急傾斜構造は認められない。



写真撮影範囲

露頭写真

小妻町 尾根部トレンチ拡大スケッチ
第１９４回審査会合
資料３－２再掲

2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

112

鞍部直下では，チャネル状に堆積する崖錐堆積物が認められるが，東金砂山層

礫岩及び崖錐堆積物中に断層運動を示唆する変形構造は認められない。

東金砂山層礫岩中には，不明瞭ではあるが部分的に緩い傾斜の堆積粒子の配列

が認められる。



古屋敷～小高の更なる調査結果

2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層
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検討結果
2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

中石井

板庭

押立

小高

上渋井

古屋敷

活構造の可能性は指摘されてお
らず，リニアメントも判読されない。
→ 活構造はないものと判断。

震源として考慮する活断層
ではないと評価

リニアメントに相当する断
層は認められない。
→ 断層が存在しない。

[コメントNo.2] 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）及び棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層端部について，変動地形学的調査結果，
地表地質調査結果をより詳細に示し，地質断層との関係も含めて，丁寧に説明すること。

・ 文献調査，変動地形学的調査（DEM含む），地表地質調査を追加実施
・古屋敷～小高東方において， 「新編 日本の活断層」のリニアメント位置付近には断層は認められず，先新第三系及び新第三系
が不整合関係で接していること，層理面の傾斜が緩く断層の存在を示唆する急傾斜構造が認められないことを確認した。

古屋敷～小高東方

【古屋敷～小高東方】

活構造の可能性が指

【上渋井～明神峠】

* 日本の活断層（1991）においては，「岩質
の差異による組織地形の可能性が大きい」
とされている。

念のための調査
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この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

追分

馬渡戸

入宝坂

折屋

小妻

明神峠

折橋町0 2km

活構造の可能性が指
摘されているか，リニ
アメントが判読される。
→ 活構造調査の
必要性がある。

リニアメントに相
当する断層が認
められる。
→ 活動性を
検討すべき
断層がある。 安全側に評価し，

震源として考慮す
る活断層として評
価

断層は平面的ではな
く，破砕部は固結して
いる。
→ 新期の活動を
示唆する状況は
ない。

上載地層法などによる
評価の適地がない。
→ 後期更新世以
降の活動が否定
できない。

震源として考慮する活断層
ではないと評価

【明神峠～折橋町】

活構造の可能性が指
摘されているか，リニ
アメントが判読される。
→ 活構造調査の
必要性がある。

リニアメントに相当す
る断層は認められない。
→ 断層が存在し
ない。



検討項目 検討結果

文献調査

・新編 日本の活断層（1991）
・活断層詳細デジタルマップ（2002）
・活断層データベース（2015）
・20万分の１地質図幅「白河」（2007）
・大槻（1975）
・島本ほか（1998）
・50万分の1活構造図「新潟」（1984）

・「新編 日本の活断層」以外にはリニアメントを指摘している文献はなく，
また「新編 日本の活断層」においては「岩質の差異による組織地形の
可能性が大きい」とされている。
・「新編 日本の活断層」のリニアメント位置に断層を指摘している文献は
なく，東側に分布する先新第三系の竹貫変成岩類（片麻岩）と西側に分
布する新第三系の久保田層（砂岩）及び赤坂層（礫岩）との不整合境界
に概ね一致している。

空中写真及び航空レーザーDEM（1mメッシュ及び
10mメッシュ）による変動地形学的調査

・空中写真及び航空レーザーDEMによる変動地形学的調査の結果，「新
編 日本の活断層」のリニアメント位置には変動地形の可能性のある
地形は認められない

コメントNo.2に対する検討結果

中石井

板庭

押立

小高

上渋井

古屋敷

[コメントNo.2] 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）及び棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層端部について，変動地形学的調査結果，地表地質調査結果をより詳
細に示し，地質断層との関係も含めて，丁寧に説明すること。

2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

115

・鳥瞰図
・段彩陰影図
・アナグリフ

地形は認められない。

地表地質調査
（リニアメントを中心として幅約1kmの範囲）

・「新編 日本の活断層」のリニアメント位置付近には断層は認められず，
同リニアメントの東側には先新第三系の竹貫変成岩類（片麻岩），西側
には新第三系の久保田層（砂岩）及び赤坂層（礫岩）が分布し，先新第
三系と新第三系が不整合関係で接していることを5地点の露頭で確認
した。
・また，上渋井以南の断層近傍の新第三系は層理面が著しく傾斜してい
るが，同リニアメント付近の新第三系の層理面の傾斜は緩く，断層の存
在を示唆する急傾斜構造も認められない。

いずれの調査結果からも，活構造
を示唆する状況は得られなかった。

押立

追分

馬渡戸

入宝坂

折屋

小妻

明神峠

折橋町0 2km

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。



文献調査及び変動地形学的調査結果
（1） 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層の北端について（古屋敷～小高東方）

産業技術総合研究所「活断層データベース（2015）」

小高

古屋敷

小高

古屋敷

小高

古屋敷

凡例

：推定活断層

凡例

：活動セグメント

凡例
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古屋敷～小高東方において， 「新編 日本の活断層（1991）」以外にはリニアメントを指摘している文献はなく，
また「新編 日本の活断層」においても「岩質の差異による組織地形の可能性が大きい」としている。

断層型 変位の向き（隆起側）

逆 Ｅ

※活動度：Ｃ級以下

棚倉構造線

活動セグメント※



古屋敷～小高東方において 「新編 日本の活断層（1991）」が指摘するリニアメントに関する記載
2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層
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「新編 日本の活断層（1991）」では，当該リニアメントは岩質の差異による組織地形である可能性が大きいと記載されている。

「新編 日本の活断層（1991）」に加筆



変動地形学的調査結果（古屋敷～小高東方）

古屋敷

上渋井

中石井

板庭

押立

入宝坂

古屋敷

小高

段彩陰影図作成範囲

古屋敷

小高

段彩陰影図作成範囲

2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層
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航空レーザーDEMによる変動地形学的調査の結
果，古屋敷～小高東方において「新編 日本の活断
層（1991） 」が指摘するリニアメント位置には変動地
形の可能性のある地形は認められない。 段彩陰影図 (当社，1mメッシュDEM，高さ5倍強調)

小高0 2km

追分

馬渡戸

明神峠

折橋町

折屋

：「新編 日本の活断層（1991） 」が指摘するリニアメント

「新編 日本の活断層
（1991）」が指摘する
リニアメント

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

凡例

標高

0 2km



変動地形学的調査結果（入宝坂～明神峠）

入宝坂

上渋井

中石井

板庭

押立

入宝坂

古屋敷

小高

段彩陰影図作成範囲

入宝坂

折屋

追分

2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層
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入宝坂～明神峠では，Lcランクリニアメント（西側が低い，
三角状の急崖，急斜面等からなる）が判読される。

段彩陰影図 (当社，1mメッシュDEM，高さ5倍強調)

折屋

0 2km

追分

馬渡戸

明神峠

折橋町

折屋

Lcランクリニアメント

：「新編 日本の活断層（1991）」が指摘するリニアメント

：Lcランクリニアメント

凡例

標高

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同

院発行の20万分1地勢図，数値地図200000

（地図画像）及び数値地図25000（地図画像）を

複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国

土地理院の長の承認を得なければならない。

明神峠

馬渡戸

0 2km



変動地形学的調査結果（古屋敷～小高東方）

古屋敷

小高

上渋井

中石井

板庭

押立

入宝坂

古屋敷

小高

2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層
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航空レーザーDEMによる変動地形学的調査の結果，古屋敷～小高東方におい
て「新編 日本の活断層（1991）」が指摘するリニアメント位置には変動地形の可
能性のある地形は認められない。

鳥瞰図（国土地理院，10mメッシュDEM）

0 2km

追分

馬渡戸

明神峠

折橋町

折屋

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

⇒

⇒

：「新編 日本の活断層（1991） 」が
指摘するリニアメント



変動地形学的調査結果（入宝坂～明神峠）

入宝坂

上渋井

中石井

板庭

押立

入宝坂

古屋敷

小高
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鳥瞰図 （国土地理院，10mメッシュDEM）

入宝坂～明神峠では，Lcランクリニアメント（西側が低い，三角状の急崖，急斜
面等からなる）が判読される。

折屋

0 2km

追分

馬渡戸

明神峠

折橋町

折屋

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

： Lcランクリニアメント⇒

⇒



竹貫変成岩類（片麻岩）

先新第三系
主として迸入岩類及び
関連変成岩類（低圧型）
（竹貫変成岩類に該当）

文献調査結果
竹貫変成岩類（片麻岩）竹貫変成岩類（片麻岩）

竹貫変成岩類（片麻岩）

2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層
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久保田層
（砂岩）

当社の地表地質調査結果

赤坂層（礫岩）

50万分の1活構造図「新潟」（1984）に
「新編日本の活断層(1991)」が
指摘するリニアメントを加筆

上部中新統～鮮新統
（主として堆積岩類）

（久保田層及び赤坂層に相当）

・「新編 日本の活断層（1991） 」のリニアメント位置に活構造を含め断層を指摘している文献はなく，東側に分布する先新第三
系の竹貫変成岩類（片麻岩）と西側に分布する新第三系の久保田層（砂岩）及び赤坂層（礫岩）との不整合境界におおむね一
致している。

：「新編日本の活断層(1991)」が
指摘するリニアメント（概略位置）

凡 例

大槻（1975）に
「新編日本の活断層(1991)」が
指摘するリニアメントを加筆

久保田層（砂岩）

赤坂層（礫岩）

20万分の1地質図幅「白河」（2007）に
「新編日本の活断層(1991)」が
指摘するリニアメントを加筆

赤坂層（礫岩）

久保田層（砂岩）

島本ほか（1998）に
「新編日本の活断層(1991)」が
指摘するリニアメントを加筆

久保田層（砂岩）
赤坂層（礫岩）

※本範囲に活構造は記載されていない。 ※本範囲に活構造は記載されていない。



上渋井

中石井

板庭

押立

小高

地表地質調査結果
古屋敷

不整合露頭①

2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

凡例

：「新編 日本の活断層(1991)」が
指摘するリニアメント（概略位置）

11 層理面の傾斜
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追分

馬渡戸

入宝坂

0 2km

明神峠

折橋町

・ 「新編 日本の活断層」のリニアメント位置付近には断層は認めら
れず，同リニアメントの東側には先新第三系の竹貫変成岩類（片麻
岩），西側には新第三系の久保田層（砂岩）及び赤坂層（礫岩）が分
布し，先新第三系と新第三系が不整合関係で接していることを5地
点の露頭で確認した。
・また，上渋井以南の断層近傍の新第三系は層理面が著しく傾斜し
ているが，同リニアメント付近の新第三系の層理面の傾斜は緩く，断
層の存在を示唆する急傾斜構造も認められない。

不整合露頭②

不整合露頭③

不整合露頭④

新第三系中新統の堆積岩と竹貫変成岩類の侵食に対する
抵抗性の差を反映した地形と判断される。

不整合露頭⑤



久保田層
中粒～粗粒砂岩
下部には細礫層が発達

崩土

不整合境界

片麻岩

N16W51E

竹貫変成岩類

不整合露頭① 全景写真

2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

不整合露頭①   凡例

：「新編 日本の活断層(1991)」が
指摘するリニアメント（概略位置）

11 層理面の傾斜
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不整合露頭①
・久保田層と竹貫変成岩類との境界に破砕は認められず
不整合関係で接する。
・不整合面は，竹貫変成岩類の片理及び節理に沿って
大きく凹凸している。
・久保田層は中粒 粗粒砂岩からなり，下部には細礫層
を伴う。
・竹貫変成岩類は片麻岩からなる。

不整合露頭①

不整合露頭① スケッチ

  



不整合露頭②

不整合露頭② 全景写真

礫岩

赤坂層

片麻岩

竹貫変成岩類

WNW  ESE

2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

凡例

：「新編 日本の活断層(1991)」が
指摘するリニアメント（概略位置）

11 層理面の傾斜
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不整合露頭②
・赤坂層と竹貫変成岩類との境界に破砕は認められず不整合関係で接する。
・不整合面は，凹凸しているが，概ね走向傾斜は，N18W58Wを示す。
・赤坂層は砂岩，礫岩からなり，凝灰岩の薄層を伴う。
・竹貫変成岩類は片麻岩からなる。

不整合露頭② スケッチ

不整合露頭②



不整合露頭③

不整合露頭③ 全景写真

礫岩

赤坂層

片麻岩

竹貫変成岩類

スケッチ範囲

NNE  SSW

2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

凡例

：「新編 日本の活断層(1991)」が
指摘するリニアメント（概略位置）

11 層理面の傾斜
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不整合露頭③ 全景写真

不整合露頭③
・赤坂層と竹貫変成岩類との境界に破砕は認められず
不整合関係で接する。
・不整合面は，凹凸しているが，概ね走向傾斜は，N76E10N
を示す。
・赤坂層は砂岩，礫岩からなる。
・竹貫変成岩類は片麻岩からなる。

不整合露頭③ スケッチ

不整合露頭③



不整合露頭⑤

礫岩

竹貫変成岩類

赤坂層 片麻岩

不整合境界
N66E63S

2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

不整合露頭④

不整合露頭④   凡例

：「新編 日本の活断層(1991)」が
指摘するリニアメント（概略位置）

11 層理面の傾斜
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不整合露頭⑤

不整合露頭④ スケッチ
不整合露頭④
・赤坂層と竹貫変成岩類との境界に破砕は認められず
不整合関係で接する。
・不整合面は，凹凸しているが，概ね走向傾斜は，

N66E63Sを示す。
・赤坂層は円礫岩からなる。
・竹貫変成岩類は片麻岩からなる。

不整合露頭④ 全景写真
  



2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

不整合露頭⑤ 全景写真

不整合露頭⑤

赤坂層

凡例

：「新編 日本の活断層(1991)」が
指摘するリニアメント（概略位置）

11 層理面の傾斜
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不整合露頭⑤
・赤坂層と竹貫変成岩類との境界に破砕は認められず
不整合関係で接する。
・不整合面は，竹貫変成岩類の片理に沿って細かく
凹凸し入り組んでいる。
・赤坂層は円礫岩からなる。
・竹貫変成岩類は片麻岩からなる。

不整合露頭⑤ スケッチ

不整合露頭⑤

礫岩

竹貫変成岩類

片麻岩



殿山西方の急斜面部周辺について，地表地質調査を実施した。

殿山西方の地表地質調査結果（1/2）

上渋井

中石井

板庭

押立

入宝坂

古屋敷

小高

古屋敷

凡例

2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

急斜面部

殿山
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0 2km

追分

馬渡戸

明神峠

折橋町

折屋

段彩陰影図 (当社，1mメッシュDEM，高さ5倍強調)

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

小高

「新編 日本の活断層」
が指摘するリニアメント

標高

仁公儀層
（礫岩,砂岩）

久保田層
（砂岩）

殿山西方の地質平面図

急斜面部

仁公儀層

久保田層



殿山西方の地表地質調査結果（2/2）

上渋井

中石井

板庭

押立

追分

入宝坂

古屋敷

小高

2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

凡例

（島本ほか（1998）より抜粋）
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0 2km

追分

馬渡戸

明神峠

折橋町

折屋

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

・ 島本ほか(1998)によると当該地点は主に砂岩からなる中新統の久保田層が分布し，その上位を主に礫岩及び砂岩からなる鮮新統の仁公儀層が傾斜不整合で覆うとさ
れており，断層は指摘されていない。
・ 地質調査によっても上記と整合する結果が得られており，この地点の地質は，久保田層の砂岩とそれを不整合に覆う仁公儀層の礫岩，砂岩等からなる。仁公儀層の層
理面は全体にほぼ水平～緩く西方に傾斜しており，久保田層は全体に緩く西方に傾斜している。
・ 急斜面の位置は仁公儀層の礫岩の分布の東端にほぼ一致しており，硬質な仁公儀層の礫岩と下位の軟質な久保田層の砂岩との境界が緩やかに西方に傾斜している
ことに起因する差別侵食地形（ケスタ地形）と考えられる。

1:1

仁公儀層
（礫岩,砂岩）

久保田層
（砂岩）

殿山西方の地質平面図

当該地点の地質平面図（島本ほか（1998）より作成）

地質断面図



殿山西方の不整合露頭
2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

不整合露頭A
・仁公儀層と久保田層との境界に破砕は認められず
不整合関係で接する。
・不整合面は，概ね西方に緩く傾斜するが凹凸している。
・仁公儀層は円礫岩からなる。
・久保田層は主に細粒砂岩からなり，上部に泥岩，下部
に砂質軽石凝灰岩を伴う。

不整合露頭Ａ 全景写真

不整合露頭Ａ スケッチ
上渋井

中石井

板庭

押立

追分

入宝坂

古屋敷

小高

仁公儀層

久保田層

不整合露頭B

急斜面部 久保田層

仁公儀層
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この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

0 2km

追分

馬渡戸

明神峠

折橋町

折屋

仁公儀層
（礫岩,砂岩）

久保田層
（砂岩）

急斜面部

不整合露頭A

殿山西方の地質平面図

不整合露頭Ｂ 全景写真 不整合露頭Ｂ スケッチ

不整合露頭B
・仁公儀層と久保田層との境界に破砕は認められず
不整合関係で接する。
・不整合面は，全体として水平であるが非常に凹凸している。
・仁公儀層は円礫岩からなる。
・久保田層は細粒砂岩からなる。

久保田層

仁公儀層



検討結果
2. 2 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層

中石井

板庭

押立

小高

上渋井

古屋敷

活構造の可能性は指摘されてお
らず，リニアメントも判読されない。
→ 活構造はないものと判断。

震源として考慮する活断層
ではないと評価

リニアメントに相当する断
層は認められない。
→ 断層が存在しない。

[コメントNo.2] 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）及び棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層端部について，変動地形学的調査結果，
地表地質調査結果をより詳細に示し，地質断層との関係も含めて，丁寧に説明すること。

・ 文献調査，変動地形学的調査（DEM含む），地表地質調査を追加実施
・古屋敷～小高東方において， 「新編 日本の活断層」のリニアメント位置付近には断層は認められず，先新第三系及び新第三系
が不整合関係で接していること，層理面の傾斜が緩く断層の存在を示唆する急傾斜構造が認められないことを確認した。

古屋敷～小高東方

【古屋敷～小高東方】

活構造の可能性が指

【上渋井～明神峠】

* 日本の活断層（1991）においては，「岩質
の差異による組織地形の可能性が大きい」
とされている。

念のための調査
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この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

追分

馬渡戸

入宝坂

折屋

小妻

明神峠

折橋町0 2km

活構造の可能性が指
摘されているか，リニ
アメントが判読される。
→ 活構造調査の
必要性がある。

リニアメントに相
当する断層が認
められる。
→ 活動性を
検討すべき
断層がある。 安全側に評価し，

震源として考慮す
る活断層として評
価

断層は平面的ではな
く，破砕部は固結して
いる。
→ 新期の活動を
示唆する状況は
ない。

上載地層法などによる
評価の適地がない。
→ 後期更新世以
降の活動が否定
できない。

震源として考慮する活断層
ではないと評価

【明神峠～折橋町】

活構造の可能性が指
摘されているか，リニ
アメントが判読される。
→ 活構造調査の
必要性がある。

リニアメントに相当す
る断層は認められない。
→ 断層が存在し
ない。



2.3 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
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審査会合（H27.2.13）におけるコメント及び回答の骨子

2.3 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動

コメント 回答骨子 該当
頁

５ 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動について，M1
段丘堆積物の堆積状況や近傍のM2，M3段丘面の
分布状況を説明すること。

（第194回審査会合，平成27年2月13日）

・変動地形学的調査の結果，文献が示す活傾動付近の
Ｍ２段丘面及びＭ３段丘面には，文献が示す活傾動
に対応する高度差は認められない。
・地表地質調査の結果においても，文献が示す活傾動
位置のＭ１段丘堆積物の基底は水平に連続しており，
文献が示す活傾動に対応する高度差は認められない。

135～
144頁
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文献調査結果及び変動地形学的調査結果
2.3 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動

第１９４回審査会合
資料３－２加筆修正

産業技術総合研究所「活断層データベース（2015）」 当社の変動地形判読結果

凡例

135

文献で示される活傾動位置付近にリニアメントは判読されない。

この地図は，国土地理院長の承認を得

て，同院発行の20万分1地勢図，数値地

図200000（地図画像）及び数値地図

25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合

は，国土地理院の長の承認を得なけれ

ばならない。

：推定活断層

凡例

：活動セグメント

凡例



変動地形判読結果によると，文献で示される活

傾動位置付近に，リニアメント*は判読されない。

変動地形学的調査結果（1/2）

*活傾動を含む。

2.3 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の

20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及び数値

地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院

の長の承認を得なければならない。



変動地形学的調査結果（2/2）

文献で示される活傾動位置周辺の地形面解析の結

果，いずれもＭ１段丘面に高度差が認められるが，そ

の境界は入り組んだ形態を示しており，リニアメント*は

認められない。

2.3 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動

*活傾動を含む。

第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の

20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及び数値

地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院

の長の承認を得なければならない。



地表地質調査等位置図
この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の

20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及び数値

地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院

の長の承認を得なければならない。

2.3 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
第１９４回審査会合
資料３－２再掲

138



当該地点の地質層序と形成年代

露頭7において赤城水沼9,10テフラ
（約13万年前，鈴木，1989）を確認

赤城水沼9,10テフラ
（約13万年前，鈴木，1989）

赤城水沼9,10テフラ
（約13万年前，鈴木，1989）

写真2

写真2

2.3 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
第１９４回審査会合
資料３－２再掲

139

M1段丘堆積物

東茨城層群
写真１

•文献調査，地表地質調査等の結果によれば，本地域の第四系は下位から東茨城層群，Ｍ１段丘堆積物が分布している。
•Ｍ１段丘堆積物は基底に礫層を伴い，下位の東茨城層群と不整合関係で接している。また，Ｍ１段丘堆積物の下部は，
貝殻片含む浅海性の海成層から成り，その上部には白斑状生痕を伴う層準が認められる。

•海成層の上位の堆積物には，赤城水沼9,10テフラ（約13万年前，鈴木，1989 ）が認められる。

以上のことから，Ｍ１段丘堆積物の下部は，MIS5eの堆積物であると考えられる。

写真１

削剥面

生痕
（礫を充填）



Ｍ１段丘堆積物の基底面に関する調査結果（1/2）
2.3 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動

第１９４回審査会合
資料３－２加筆修正

140

地形面の高度差については，テクトニック
な要因によるものではないと判断される。

Ｍ１段丘堆積物の基底面には，Ｍ１段丘面と調和的な高
度差が認められず，ほぼ水平に連続して分布している。
なお，Ｍ１段丘堆積物中の白斑状生痕を含む砂層も，ほ
ぼ水平に連続して分布している。



コンターマップからは，文
献が示す活傾動に調和す
る形状は認められないこと
から，地形面の高度差につ
いては，テクトニックな要因
によるものでは無いと判断
される。

Ｍ１段丘堆積物の基底面に関する調査結果（2/2）

標高１４ｍ

標高１５ｍ

標高１７ｍ

標高１６ｍ

標高１７ｍ

2.3 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
第１９４回審査会合
資料３－２再掲

141

地形面の傾き下がる方向

断面図作成位置

標高１６ｍ

標高１５ｍ

標高１６ｍ

標高１６ｍ



Ｍ２，Ｍ３段丘面に関する調査結果（1/2）
2.3 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動

凡例

142

文献が示す活傾動の北方に分布するＭ２段丘面及びＭ３段丘面の分布状況を確認した結果，両段丘面はほぼ
水平に分布しており，文献が示す活傾動に対応する高度差は認められない。

地形断面図(国土地理院 5mメッシュDEMより作成)



Ｍ２，Ｍ３段丘面に関する調査結果（2/2）
2.3 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動

凡例

143

巴川の河川沿いに分布するＭ２段丘面及びＭ３段丘面の分布状況を確認した結果，両段丘面はほぼ水平に分
布しており，文献が示す活傾動に対応する高度差は認められない。

地形断面図(国土地理院 5mメッシュDEMより作成)



評価

•変動地形学的調査の結果によれば，当該範囲には変
動地形は判読されない。

•文献調査及び地表地質調査の結果によれば，当該範
囲には断層は認められず，またＭ１段丘堆積物基底面

はほぼ水平に分布している。

2.3 鹿島台地・行方台地周辺の活傾動
第１９４回審査会合
資料３－２再掲
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この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の

20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及び数値

地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院

の長の承認を得なければならない。

鹿島台地・行方台地周辺において文献で指摘される

範囲には活構造はないものと判断した。



3．敷地周辺海域の地質・地質構造について
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余白

146

余白



3.1 海域断層におけるＡグループの活動性評価について

147



審査会合（H27.2.13）におけるコメント及び回答の骨子

3.1 海域断層におけるＡグループの活動性評価について

コメント 回答骨子 該当
頁

７ 海域断層におけるＡグループの評価について説
明すること。

（第194回審査会合，平成27年2月13日）

・F11断層，F12断層及びF13断層は，近接して分布す
る走向等が類似した断層群であることから，活動時
期も類似していると判断され，Aグループとして活動
性を評価した。
・F11断層付近には，後期更新世以前の地層が分布し
ていない。
・F12断層は，鮮新世より新しい地層に変位・変形を与
えていない。
・F13断層の西部は後期更新世以前の地層が分布し

149～
156頁

148

・F13断層の西部は後期更新世以前の地層が分布し
ていないが，東部では後期中新世の地層に変位・変
形を与えていない。
・Aグループの断層群の西方陸域には，Aグループの
断層群と調和的な活構造を指摘する文献はなく，ま
たリニアメントも判読されない。
・以上のことから，Aグループの断層群は，震源として
考慮する活断層ではないと判断される。



断層のグルーピングと活動時期の整理
3.1 海域断層におけるＡグループの活動性評価について

Ａ

ＢＣ

Ｄ

Ｅ

Ｇ

断層等について，下表のように位置，走向，落下方
向及び形態等の性状が類似するものをＡ～Ｊの10グ
ループに分類して評価した。

※完新統（A層）については表記していない。

日立市

川尻埼

高萩市

30km

北茨城市 Ｄ1
Ｃ2

Ｃ1

Ｂ3

Ｂ2

Ｂ1

グループ名 走向 落下方向 断層形態 変位・変形が及んでいる地層

Ａグループ
（F11，F12，F13）

WNW-ESE
SSW

一部NNE
正断層型 Ｃ２層まで

断層

グループ
評価

将来活動する可能性の

ある断層等
断層長さ 備考

Ａ 少なくとも後期更新世以降の活動はないものと判断される。

震源として考慮する
活断層

149

ＦＨ

Ｉ

Ｊ

東海村
東海第二発電所

30km

鉾田市

ひたちなか市

那珂湊

大洗町

磯崎

鮮新世より新しい地層に変位・変形を与えていない。（F12断層）

上載地層法による判断ができないものの，F12断層と活動時期が同じであると

考えられる。（F11断層及びF13断層）

－ －



Ａグループの評価

【F12断層】
少なくとも後期更新世以降の活
動はないものと判断される。
鮮新世より新しい地層に変位・変形を与え
ていない。

【 F11断層】
F11断層付近には，後期更新世
以前の地層が分布していない。

F11

F12

F13

F1a

3.1 海域断層におけるＡグループの活動性評価について

【 断層】

F11断層，F12断層及びF13断層は，
近接して分布する走向等が類似した
断層群であることから，活動時期も
類似していると判断され，Aグループ
として活動性を評価した。

150

Aグループの断層は，少なくとも
後期更新世以降の活動はないも
のと判断される。

F1a

F1b-2

F1b-1

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

断層のグループ

後期更新世以降の活動はないものと判断される断層

【 陸域の延長部 】
Aグループの断層群の西方陸域
には，Aグループの断層群と調和
的な活構造を指摘する文献はなく，
またリニアメントも判読されない。

【 F13断層】
少なくとも後期更新世以降の活
動はないものと判断される。
西部は後期更新世以前の地層が分布して
いないが，東部では後期中新世の地層に
変位・変形を与えていない。



F11

F12F13 N
o.

10
8W

A

拡大範囲

  F12F13→

音波探査記録（測線：No.108W）

（凡 例）

音 序

A

• F12断層は，D1層下部まで変位を与えているが，
D1層上部には変位・変形を与えていない。

• F13断層は，D1層下部まで変位を与えているが，
D1層上部には変位・変形を与えていない。

3.1 海域断層におけるＡグループの活動性評価について
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地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

D2

D1

D3



F13→
拡大範囲

  F12

F11

F12F13

N
o.

10
8G

-2

音波探査記録（測線：No.108G-2）

（凡 例）

音 序

A A

• F12断層は，D1層下部まで変位を与えているが，
D1層上部には変位・変形を与えていない。

• F13断層は，D1層下部まで変位を与えているが，
D1層上部には変位・変形を与えていない。

3.1 海域断層におけるＡグループの活動性評価について
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地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

D2

D1

D2

D1



音波探査解析図（測線：No.107.5WA）

（凡 例）

音 序

  F11

拡大範囲

  F12

F11

F12F13

N
o.

10
7.

5W
A

A

• F11断層は，D1層まで変位を与えている。

• F12断層は，D1層下部まで変位を与えているが，D1
層上部には変位・変形を与えていない。

• F13断層の延長部には，変位・変形は確認されない。

3.1 海域断層におけるＡグループの活動性評価について
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地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

D2

D1

C2



音波探査解析図（測線：No.107.5Ｇ-3 / No.107.5G）

F11

F12F13

N
o.

10
7.

5G
（凡 例）

音 序

  F11

拡大範囲

  F12

A

• F11断層は，D1層まで変位を与えている。

• F12断層は，D1層下部まで変位を与えているが，
D1層上部には変位・変形を与えていない。

3.1 海域断層におけるＡグループの活動性評価について
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地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

A

D2

D1

A

D1



音波探査解析図（測線：No.107ＷＡ）

N
o.

10
7W

A

F11

F12F13

（凡 例）

音 序

拡大範囲

  F12

A

• F11断層の延長部には，変位・変形は確認されない。

• F12断層は，D1層下部まで変位を与えているが，D1
層上部には変位・変形を与えていない。

• F13断層の延長部には，変位・変形は確認されない。

3.1 海域断層におけるＡグループの活動性評価について
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地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

D2

D1

C2



F11

中田・今泉編「活断層詳細デジタルマップ（2002）」に加筆活断層研究会編「新編 日本の活断層（1991）」に加筆 当社の変動地形判読結果

この地図は，国土地理院長の承認を得て，

同院発行の20万分1地勢図，数値地図

200000（地図画像）及び数値地図25000（地

図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，

国土地理院の長の承認を得なければならな

い。

凡例

F1a

LDリニアメント

LCリニアメント

LBリニアメント

F1a
：海域断層

凡例

産業技術総合研究所「活断層データベース（2015）」に加筆

文献調査結果及び変動地形学的調査結果
3.1 海域断層におけるＡグループの活動性評価について

F11

Aグループ

凡例

：推定活断層

F1a

：海域断層

凡例

：推定活断層

F1a

：海域断層

グ プ

F11

F12

156

F13

F1a

F1b-1

F1b-2

F1b-3

F1d

Aグループ

：海域断層F12 F12

F13

F1a

F1b-1

F1b-2

F1b-3

グ

Aグループ

Aグループの断層群の西方陸域には，Aグループの断層群と調和的な活構造を指摘する
文献はなく，またリニアメントも判読されない。

Aグループ
F13

F1a

F1b-1

F1b-2

F1b-3

F12



3.2 測線No.18Wにみられる伏在的な背斜構造について

157



審査会合（H27.2.13）におけるコメント及び回答の骨子

3.2 測線No.18Wにみられる伏在的な背斜構造について

コメント 回答骨子 該当
頁

６ 海上音波探査記録のうち，測線No.18Wにみられ
る伏在的な背斜構造の活動性について，近傍の
測線No.16Wで認められている断層との関係を含め
て説明すること。

（第194回審査会合，平成27年2月13日）

海上音波探査の結果によれば，No.18W測線で認めら
れる背斜構造については，Ｃ１層まで認められるが，Ｂ３
層以上の地層には認められない。
また，No.18W測線とNo.16W測線には同様の構造は認
められない。

159～
164頁

158



No.16W

音波探査測線図
3.2 測線No.18Wにみられる伏在的な背斜構造について

159

No.18W



F17

F17

音波探査記録及び解析図（測線：No.18W）

No.18W

3.2 測線No.18Wにみられる伏在的な背斜構造について

160

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ1

Ｃ2

Ｄ1

Ｄ2

Ｄ3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

・本測線で認められる背斜構造は，Ｃ１層まで認められるが，Ｂ３層以上の地層には認められない。
・背斜構造については，1測線のみで確認され，後期更新世以降の地層に変位・変形を与えていない
場合は，断層分布図に図示していない。



音波探査記録及び解析図（測線：No.16W）

No.1６W

3.2 測線No.18Wにみられる伏在的な背斜構造について

161

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ1

Ｃ2

Ｄ1

Ｄ2

Ｄ3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

・本測線では，No.18W測線で認められる背斜構造よりも短い波長の背斜構造の西翼に断層(ｆ２６断層)が認められるという
特徴を有している。

・ｆ２６断層は，Ｄ１層に変位・変形が認められるが，Ｃ２層以上の地層には変位・変形は認められない。



音波探査記録及び解析図（測線：No.16W及びNo.18W）

No.1６W

No.1８W

3.2測線No.18Wにみられる伏在的な背斜構造について

162

F17
地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ1

Ｃ2

Ｄ1

Ｄ2

Ｄ3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

・ No.18W測線とNo.16W測線には同様の構造は認められない。



音波探査解析図（測線：No.17W）

No.1７W

3.2 測線No.18Wにみられる伏在的な背斜構造について
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断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ1

Ｃ2

Ｄ1

Ｄ2

Ｄ3

Ｅ

・本測線では音波散乱層の影響により，一部でＢ３層以下の地質構造の把握が困難。



音波探査記録及び解析図（測線：No.19W）

No.1９W

3.2 測線No.18Wにみられる伏在的な背斜構造について
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・本測線では変位及び変形は認められない。
・No.18W測線で確認されたＣ１層まで認められる背斜構造に対応する構造も認められない。

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ1

Ｃ2

Ｄ1

Ｄ2

Ｄ3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層



4．Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について

主要な論点No.6（回答）

165



主要な論点No.6（回答）

（主要な論点No.6）
Ｆ１断層と北方陸域の断層の同時活動性を考慮するに当たり，2011 年東北
地方太平洋沖地震の影響を踏まえたＦ１断層の再評価の内容及び断層両端
の止めに関する評価結果を提示すること。

第１９４回審査会合
資料３－１再掲

166



4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について

審査会合（H27.2.13）におけるコメント及び回答の骨子

主要な論点No.6（回答）

コメント 回答骨子 該当
頁

８ F1断層と北方陸域の断層の同時活動性を考慮
するに当たり，2011年東北地方太平洋沖地震の影
響を踏まえたF1断層の再評価の内容及び断層両
端の止めに関する評価結果を提示すること。

（主要な論点No.6）

F1断層と北方陸域の断層は応力解放だけで同
時活動性を否定することの是非について，塩ノ平
断層の情報を踏まえて，次回以降に議論する。

（第194回審査会合，平成27年2月13日）

・他機関の調査結果も含め，後期更新世以降に，塩ノ
平断層とF1断層及び北方陸域の断層が同時活動した
状況は認められない。
・しかしながら，これらの同時活動の可能性について，
更に検討をすることとし，これまでに得られている塩ノ
平断層の活動履歴や単位変位量に基づき，地震本部
の評価手法も参考にして検討を行った。
・その結果，これらの断層が今後50年間に同時活動す
る確率は極めて小さく，その発生はほぼゼロと見なせ
るものと評価された。

168～
195頁

167



リニアメントは判読されないが，断層が連続して分布し
ているか否か確認できない

約44km

北方陸域の断層

リニアメントにほぼ一致して断層が認められる。

後期更新世以降の活動は否定できない。

確認された断層は，軟質な粘土を伴い，平面的である。

上載地層との関係は確認できない。

Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価結果
主要な論点No.6（回答）

Ｆ１断層と北方陸域の断層

塩 地震断層が出現

塩ノ平地震断層及び井戸沢断層

他機関の調査結果も含め，後期更新世以降に「塩ノ平断層」が「F1
断層」と「北方陸域の断層」との同時活動した事実はない。

このため，これらの断層の同時活動の評価にあたっては，「塩ノ平断
層」の「活動履歴」や「単位変位量」の情報から，地震本部の評価手
法も参考に検討した結果，「塩ノ平断層自体の今後50年間における
地震発生確率はほぼ0％*」であり，また「塩ノ平断層とF1断層及び北
方陸域の断層が今後50年間で同時活動する場合の地震発生確率
は更に小さい」と評価される。

4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について

F1断層延長部に判読されるリニアメント

F1断層の北方陸域において，F1断層と同方向の
リニアメントが判読される。

リニアメントにほぼ一致して断層が認められる。

塩ノ平地震断層：後期更新世以降の活動が認められる。
（2011年4月11日の地震等）

塩ノ平地震断層以南：後期更新世以降の活動は否定
できない。

確認された断層は，軟質な粘土を伴い，平面的である。

上載地層との関係は確認できない。

⇒ 震源として考慮する活断層として評価

「塩ノ平断層と
隣接する北方
陸域の断層及
びF1断層」の
同時活動を考
慮する必要は
ないものと判断。

*約10-848パーセント

168

Ｆ１断層

0 10km

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

ているか否か確認できない。

30km

の塩ノ平地震断層が出現し

た南端までについて同時活

動を考慮するものとし，その

長さを約44kmとする。

Ｆ１断層

上載地層により後期更新世の活動が否定できない。

⇒ 震源として考慮する活断層として評価

震源として考慮する活断層として評価



Ｆ１断層及び北方陸域の断層に関する調査結果

主要な論点No.6（回答）
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川尻埼

F13

F1a

F1b-1
F1b-2

F1b-3

F1d

F1c

【北部】
上載地層で後期更新世以降の活動が否定
できないと判断される。

【中部】
上載地層で明確に後期更新世以降の活動が

約23km

F1断層の評価

震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層
と
し

F1断層の評価結果
主要な論点No.6（回答）

第１９４回審査会合
資料３－３加筆修正

4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について
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F1e

F1g

F1f-2

F1f-1

F5a F5b

A-4

F14

載地層で明確 後期更新世以降の活動が
否定できないと判断される。

【南部】
少なくとも後期更新世以降の活動はないものと
判断される。
前期更新世よりも新しい地層に変位・変形を
与えていない。

その他の断層（F5a断層及びF5b断層）及び背斜（A-4背斜）は，中期更新世
より新しい地層に変位・変形を与えていないため，少なくとも後期更新世以降
の活動はないものと判断される。

て
評
価
す
る
。

後期更新世以降の活動はないものと判断される背斜

断層のグループ

将来活動する可能性のある断層

後期更新世以降の活動はないものと判断される伏在断層

将来活動する可能性のある伏在断層

震源として考慮する活断層

震源として考慮する活断層（伏在断層）



F1断層の音波探査記録（測線：Ｎo.2W-1,2 / No.2Ｇ）【北部】
主要な論点No.6（回答）4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について

第１９４回審査会合
資料３－３再掲

F1c断層はD1層上部まで変位を与えている。

F1b-3断層はD1層上部まで変位を与えている。

C

  F1c
拡大範囲

No.2G

No.2W-1,2

川尻埼

F1b-1

F1b-2

F1b-3

F1d

F1c

（凡 例）
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D1

D2

C2

D1

D3

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ1

Ｃ2

Ｄ1

Ｄ2

Ｄ3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

500m1000m



F1断層の音波探査記録（測線：Ｎo.6W-1 / No.6Ｇ）【中部】
主要な論点No.6（回答）4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について

第１９４回審査会合
資料３－３再掲

F1c断層はC1層上部には変位・変形を与えていない。

拡大範囲

  F1c
※旧原子力安全・保安院における審議において「上載地
層法による判断ができない」との意見があった。

No.6W-1
No.6G

川尻埼

F1d

F1c

F1e

（凡 例）
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D2

C2

D1

D3

C1

C1

C2

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ1

Ｃ2

Ｄ1

Ｄ2

Ｄ3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

500m1000m



F1断層の音波探査記録（測線：Ｎo.11W-2 / No.11Ｇ） 【南部】
主要な論点No.6（回答）4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について

第１９４回審査会合
資料３－３再掲

  F1f-2

F1c断層の延長部には変位・変形が認められない。

F1f-2断層はB3層上部には変位・変形を与えていない。
拡大範囲

F1c
F1e

F1g

F1f-2

F1f-1 A-4

F14

No.11G
No.11W-2

（凡 例）
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C2

B3

C1

D2

C1

D1

D3

B3

A

地質時代 音響層序区分

第
四
紀

新
第
三
紀

古
第
三
紀

先
第
三
紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

完新世

後期

中期

前期

Ａ

Ｂ1

Ｂ2

Ｂ3

Ｃ1

Ｃ2

Ｄ1

Ｄ2

Ｄ3

Ｅ

断層及び断層記号

撓曲及び撓曲記号

断層又は撓曲の延長位置

探査深度外に認められる断層

500m1000m



F1断層延長部に判読されるリニアメントの評価結果
主要な論点No.6（回答）4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について

後期更新世以降の活動が否定できない

F1断層の北方陸域において，F1断層と同方向の
リニアメントが判読される。

リニアメントにほぼ一致して断層が認められる。

塩ノ平地震断層：後期更新世以降の活動が認めら
れる。 （2011年4月11日の地震等）

塩ノ平地震断層以南：後期更新世以降の活動は否
定できない。

確認された断層は，軟質な粘土を伴い，平面的である。

上載地層との関係は確認できない。

拡大範囲
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この地図は，国土地理院長の承認を得

て，同院発行の20万分1地勢図，数値地

図200000（地図画像）及び数値地図

25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合

は，国土地理院の長の承認を得なけれ

ばならない。

LDリニアメント

LCリニアメント

LBリニアメント

0 10km

震源として考慮する活断層として評価



F1断層延長部の文献調査及び変動地形学的調査結果
主要な論点No.6（回答）

第１９４回審査会合
資料３－１加筆修正

井
戸
沢
断
層

（
推
定
活
断
層

）

F11F11

井
戸
沢
断
層

中田・今泉編「活断層詳細デジタルマップ（2002）」に加筆活断層研究会編「新編 日本の活断層（1991）」に加筆 当社の変動地形判読結果

この地図は，国土地理院長の承認を得て，

同院発行の20万分1地勢図，数値地図

200000（地図画像）及び数値地図25000（地

図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，

国土地理院の長の承認を得なければならな

い。

b

ａ

c

凡例

F1a

凡例

：推定活断層

F1a

：海域断層

LDリニアメント

LCリニアメント

LBリニアメント

F1a
：海域断層

凡例

産業技術総合研究所「活断層データベース（2015）」に加筆

4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について

F11

凡例

：推定活断層

F1a

：海域断層

井
戸
沢
活
動
セ
グ
メ
ン
ト
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断層名 長さ 確実度 変位の向き

井戸沢断層 10km Ⅱ 東側隆起
右横ずれ

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの

確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの

確実度Ⅲ：活断層の疑いのあるリニアメント

活断層 ：過去に繰り返し動いてきた跡が地形に現れ，今後も活動

を繰り返すと考えられる断層

推定断層：地形的な特徴により活断層の存在が推定されるが，現時

点では明確に特定できないもの

LAランク：変動地形である可能性が高い
LBランク：変動地形である可能性がある
LCランク：変動地形である可能性が低い
LDランク：変動地形である可能性が非常に低い

断層名 長さ 確実度 変位の向き

a 約17km LB～LDランク 東側隆起，左横ずれ

b 約14km LC～LDランク 東側隆起，左横ずれ

c 約8km LC～LDランク 東側隆起，左横ずれ

断層名 長さ 確実度 変位の向き

（推定活断層，東側） 約11km － 左横ずれ

（推定活断層，西側） 約9km － 西側隆起，

左横ずれ

F13

F1a

F1b-1

F1b-2

F1b-3

F13

F1a

F1b-1

F1b-2

F1b-3

F1d

Ｆ１断層
Ｆ１断層

F12

Ｆ１断層

F1a

：海域断層

断層名 長さ 確実度 変位の向き

井戸沢活動セグメント 13km － Ｅ

F12

F13

F1a

F1b-1

F1b-2

F1b-3 Ｆ１断層

「新編 日本の活断層（1991）」，「活断層詳細デジタルマップ（2002）」，「活断層データベース（2015）」で示されている井戸沢断層

（井戸沢活動セグメント）付近に，同方向のリニアメントが判読される。



文献調査結果
主要な論点No.6（回答）4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について

当社の変動地形判読結果

b

ａ

c

地質調査総合センター
「5万分の1 日本炭田図 常磐炭田地質図(1957)」

地質調査総合センター
「20万分の1地質図幅 白河(2007)」

176
文献調査の結果，リニアメントにほぼ一致して断層が認められる。

Ｆ１断層

図示範囲
凡例 凡例

LDリニアメント

LCリニアメント

LBリニアメント

F1a
：海域断層

凡例

この地図は，国土地理院長の承認を得て，

同院発行の20万分1地勢図，数値地図

200000（地図画像）及び数値地図25000（地

図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，

国土地理院の長の承認を得なければならな

い。



滑
石
南
西
方
露
頭

古
我

地
質
図
表
示
範
囲

リニアメントとほぼ一致して分布する断層の最新活動面は

平面的であり，一部の露頭では軟質な粘土状破砕部を伴

う。また，上載地層による後期更新世以降の活動性が評

価できる露頭は認められなかった。

後期更新世以降の活動の有無に関するデータが得られな

かったことから，後期更新世以降の活動が否定できない。

F1断層延長部に判読されるリニアメントの地表地質調査結果
主要な論点No.6（回答）4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について

こ
が

な
め
い
し

177

0 2km

我
湯
露
頭

水
上
北
方
露
頭

この地図は，国土地理院長の承認を得

て，同院発行の20万分1地勢図，数値地

図200000（地図画像）及び数値地図

25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合

は，国土地理院の長の承認を得なけれ

ばならない。

0 10km

LDリニアメント

LCリニアメント

LBリニアメント

が

ゆ



【滑石南西方露頭】

露頭写真（1/2）
主要な論点No.6（回答）

LDリニアメント

LCリニアメント

LBリニアメント

第１９４回審査会合
資料３－１再掲

4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について
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0 2km

御斎所変成岩類の緑色片岩中の破砕部では，平面的な断層面に条線が認められ，
幅2cmの軟質な粘土状破砕部を伴う。周囲は鱗片状～岩片状破砕部である。

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の20万分1地勢図，数値

地図200000（地図画像）及び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院の長の承認を得なけれ

ばならない。



【古我湯露頭】

露頭写真（2/2）

W E

主要な論点No.6（回答）

断層の西側には石城層の砂岩，東側には御斎所変成岩の片岩が分布している。砂岩側
幅数 状破砕部 なる 主 概ね 的 あるが 地表 砂

LDリニアメント

LCリニアメント

LBリニアメント

第１９４回審査会合
資料３－１再掲

4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について
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0 2km

【水上北方露頭】

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の20万分1地勢図，数値地図200000

（地図画像）及び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院の長の承認を得なければならない。

の幅数cmはシルト状破砕部からなる。主断層面は概ね平面的であるが，地表から土砂，
植物根が侵入し，性状の詳細は不明である

御斎所変成岩中の断層露頭は，幅約3㎝の角礫混じり砂状破砕部からなり，幅18cmの軟質粘土状
破砕部を伴う。平面的な断層面が認められる。



余白

180

余白



Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価

主要な論点No.6（回答）

181



同時活動性評価の考え方

主要な論点No.6（回答）

【規制基準の要求事項】
・「震源として考慮する活断層」は，後期更新世以降（約１２～１３万年前以降）の活動が否定できないもの。
・活動区間は，活動履歴，地震１回の変位量分布・平均変位速度分布等を総合して評価。

【規制基準に照らした塩ノ平断層の評価】
◆ 活動性 ◆
後期更新世以降（約１２～１３万年前以降）に活動したことから，「震源として考慮する活断層」として評価。
◆ 活動区間 ◆
塩ノ平断層については，「活動履歴」や「単位変位量」が詳細に把握されていることから，これらも踏まえて総合的に判断。
「活動履歴」に関する観測事実
・過去数万年間で複数回活動
→ 現在の広域応力場に応じた活動履歴が把握されている。
→ 再来期間は数万年間。

・過去数万年間の活動はいずれも正断層センス
・最新活動時期は2011年4月11日
・各種研究機関及び当社によるこれまでの調査結果によれば，後期更新世以降に「塩ノ平断層」が「北方陸域の断層」及び「F1断層」と同時活動
した事実は得られていない。

「単位変位量」に関する観測事実

4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について

182

単位変位 」 関す 観測事実
・過去数回の活動における単位変量は，１ｍ程度と概ね一定
・ 2011年4月11日の活動の単位変位量は１ｍ程度であり，活動範囲は10数ｋｍ

上記観測事実に基づく推察
・塩ノ平断層は，現在の広域応力場において繰り返し活動し，いずれの活動も正断層センスであることから，2011年東北地方太平洋沖地震型の地
震の発生（地震本部によれば約600年間隔で発生）によらず，安定した応力場（引張場）で活動。
・塩ノ平断層の地震規模は概ね一定であることから，固有の規模で活動を繰り返している。
・ 2011年4月11日の地震では，固有の地震規模に相当するエネルギーが解放された。

「塩ノ平断層」と「F1断層」と「北方陸域の断層」との同時活動性の評価
・他機関の調査結果も含め，後期更新世以降に「塩ノ平断層」が「F1断層」と「北方陸域の断層」との同時活動した事実はない。
・しかしながら，「塩ノ平断層」の「活動履歴」や「単位変位量」の情報が得られていることから，地震本部の評価手法も参考に，これら断
層の同時活動性について検討した。
・その結果，「塩ノ平断層自体の今後50年間における地震発生確率はほぼ０％（約10-848パーセント）」であり，
また「塩ノ平断層とF1断層及び北方陸域の断層が今後50年間で同時活動する場合の地震発生確率は更に小さい」と評価される。

↓
「塩ノ平断層」の「活動履歴」，「単位変位量」も踏まえて総合的に判断した結果，

「塩ノ平断層と隣接する北方陸域の断層及びF1断層」の同時活動を考慮する必要はないものと判断。



福島県浜通りの地震（2011.4.11，Mw6.7） の最大規模の地震に伴って，2条の地震断層が出現したことが確認され

た。塩ノ平地震断層の長さは端点間距離で14.2km，湯ノ岳地震断層（藤原地震断層を含む）の長さは端点間距離で

15.6kmであった（粟田ほか，2011）。

地震断層が出現した範囲（文献調査結果1/3）

30km

拡大範囲 湯ノ岳地震断層
端点間距離：15.6km

主要な論点No.6（回答）

第１９４回審査会合
資料３－１再掲

4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について
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0 10km

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

Ｆ１断層

図２ 塩ノ平断層および湯ノ岳・藤原断層に沿って出現した
地震断層の鉛直変位量分布

距離は，地震断層の北西端から計測.

（粟田ほか，2011）に加筆

地震断層（破線は推定区間）

活断層（中田・今泉編，2002による）

塩ノ平地震断層
端点間距離：14.2km

0 5km



塩ノ平地震断層

GPS観測結果によると，福島県浜通りの地震（2011.4.11，

Mw6.7）に伴い，いわき4観測点（福島県）で北北西方向に

約29cmの水平移動，約50cmの沈降等の地殻変動が観測

されている。また，陸域観測技術衛星「だいち」に搭載され

た合成開口レーダー（SAR)のデータによると，この地震に

伴い，震央付近で地殻変動が観測された（地震本部ＨＰ） 。

塩ノ平地震断層，湯ノ岳地震断層及び井戸沢断層に沿って

変位不連続が指摘されている（国土地理院）。

地震断層が出現した範囲（文献調査結果2/3）
主要な論点No.6（回答）

第１９４回審査会合
資料３－１再掲

4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について
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※2011/4/18のデータは予測起動情報使用
【謝辞：本研究で用いたPALSARデータは地震・地盤変動データ流通及び解析ワーキンググループ（地震WG）を
通じて提供を受けた。PALSARデータの所有権は経済産業省及び宇宙航空研究開発機構（JAXA）にある。】

国土地理院資料

井戸沢断層

湯ノ岳地震断層



福島県浜通りの地震（2011.4.11，Mw6.7）に伴い，井戸沢断層西トレース北部及び湯ノ岳断層沿いに地震断層が出現した。

また，井戸沢断層東トレースにおいては，いくつかの地点で地震断層を確認し，その出現位置が地質境界をなす井戸沢断層

に一致している可能性が高いことを確認した（丸山ほか，2013）。

地震断層が出現した範囲（文献調査結果3/3）

30km

拡大範囲

主要な論点No.6（回答）

第１９４回審査会合
資料３－１加筆修正

4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について
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0 10km

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。

Ｆ１断層



凡例

（常磐炭田地質図（1957），久
保ほか（2007）及び日本原子力

塩ノ平地震断層南端における調査結果

30km

Ｆ１断層

拡大範囲

主要な論点No.6（回答）

第１９４回審査会合
資料３－１再掲

4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について
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塩ノ平地震断層 調査位置図

保ほか（2007）及び日本原子力
発電(株)の調査結果に基づく）

塩ノ平地震断層が出現した範囲の南端を確認するため地表

地質調査を実施した結果，粟田ほか（2011）と同様，Ｓｉ－３地

点以南では，地震断層が認められないことを確認した。

0 10km

この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及び数値地図25000

（地図画像）を複製したものである。（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地理院の長の承認を得なければならない。



塩ノ平断層の活動履歴及び単位変位量について（文献調査結果1/4）

表（既往文献調査結果一覧）

主要な論点No.6（回答）4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について

187

•トレンチ調査等の結果から，過去数回の活動が検出されており，後期更新世以降
に2011年4月11日の地震の規模を上回るような地震が発生した痕跡は認められ
ない（→塩ノ平地震断層とその他の断層が連動した痕跡は認められない）。

•今回の単位変位量は過去の単位変位量より十分に大きいことから，十分な応力
解放がなされている。



（左右反転）

主要な論点No.6（回答）

塩ノ平断層の活動履歴及び単位変位量について（文献調査結果2/4）
4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について

188

石山ほか（2012）に加筆



黒澤ほか（2012）に加筆

主要な論点No.6（回答）

塩ノ平断層の活動履歴及び単位変位量について（文献調査結果3/4）
4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について
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西側落下の断層変位による崖が鎌倉～
室町時代以降に埋積されたことを示す。 丸山ほか（2012）に加筆



（左右反転）

主要な論点No.6（回答）

塩ノ平断層の活動履歴及び単位変位量について
（文献調査結果4/4）

4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について

190

堤・遠田（2012）に加筆

（左右反転）

丹羽ほか（2013）に加筆



 

15.6km

地震断層の長さ等と地震規模との対応（1/2）

福島県浜通りの地震（2011.4.11，Mw6.7）によって地表に現れた地震断層と地震規模の関係について検討を実施

検討は，地震断層の長さから推定される地震モーメントと地震観測記録から求まる地震モーメント（F-net）の比較により実施

主要な論点No.6（回答）

単位 塩ノ平断層 湯ノ岳断層
塩ノ平断層
＋

湯ノ岳断層
備　　考

km 14.2 15.6 粟田ほか(2011)より

km 15.0 15.0
断層上端深さ5km
断層下端深さ18km
断層傾斜角60°

km
2 213.0 234.0 ①×②

6.8 6.8 ①より④松田式によるマグニチュード

項　　目

①断層長さ

②断層幅

③断層面積

塩ノ平
地震断層

湯ノ岳
地震断層

塩ノ平地震断層
＋

湯ノ岳地震断層

第１９４回審査会合
資料３－１再掲

4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について
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（粟田ほか，2011）に加筆

14.2km

両地震断層の長さから推定した地震モーメントと地震観測記録から求まる地震モーメントが整合していることを

確認した。

入倉・三宅(2001) N･m 2.96×1018 3.40×1018 6.36×1018 ③より

武村(1990) N･m 4.74×10
18

4.74×10
18

9.48×10
18 ④より

武村(1998) N･m 7.24×1018 7.24×1018 1.45×1019 ④より

2011年4月11日
F-net

N･m 9.58×10
18

地
震
モ
ー

メ
ン
ト 比較



地震断層の長さ等と地震規模との対応（2／2）
○福島県浜通りの地震（2011.4.11，Mw6.7）に関する，地表に現れた断層長さや変位量から推定した

モーメントマグニチュードと地震観測記録から求まるモーメントマグニチュードの関係（文献調査）

■Mizoguchi et al（2012）※について

• 福島県浜通りの地震（2011.4.11，Mw6.7）について現地調査を行い，変位分布等を調べている。
• 調査の結果得られた地震断層長さや最大変位量，平均変位量を，Wells and Coppersmith（1994）による経験式に
当てはめてモーメントマグニチュードを算定している。

• その結果モーメントマグニチュードは6.5～6.8となり，地震観測記録から求まる気象庁のモーメントマグニチュード
6.6と整合しているとしている。

主要な論点No.6（回答）

第１９４回審査会合
資料３－１再掲

4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について
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※Mizoguchi et al.(2012):Surface Fault Ruptures and Slip Distributions of the Mw 6.6 11 April 2011 Hamadoori, Fukushima Prefecture, 
Northeast Japan, Earthquake, BSSA,vol.102 ,no.5 ,p.1949-1956

地震断層の長さや変位量から推定したモーメントマグニチュードと地震観測から求まるモーメントマグニチュードが整

合していると評価されている。

Mizoguchi et al.（2012）による地表地震断層

Mizoguchi et al.（2012）による変位分布

左：井戸沢断層（塩ノ平地震断層）

右：湯ノ岳断層（湯ノ岳地震断層）



井戸沢断層の応力解放について（文献調査結果）

Fukushima et al. (2013)の概要

福島県浜通りの地震（2011.4.11，Mw6.6)を対象に，SAR画像を用いて面的な地盤変動を検出し，再現解析のため断層モデルを求めた。

地表の変位を再現するよう最適化した断層モデルは，井戸沢断層と塩ノ平地震断層が深さ約５ｋｍ以深で収斂することを示唆する。

塩ノ平地震断層 井戸沢断層

湯ノ岳地震断層

(a)干渉SAR画像（観測結果）
(c) 井戸沢断層と塩ノ平地震断層が
収斂しないモデルによる解析結果

(b)井戸沢断層と塩ノ平地震断層が
収斂するモデルによる解析結果

主要な論点No.6（回答）

第１９４回審査会合
資料３－１再掲

4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について
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＜干渉SAR画像と変位不連続トレースにおける衛星からの距離変化量＞

＜最適断層モデルの配置とすべり量分布＞
・最大すべり量は塩ノ平地震断層の地表付近で2.7m

＜断層モデルの推定に基づく地下構造の模式図＞
・井戸沢断層は，地表付近のスプレー構造で特徴づけられる

（Fukushima et al. （2013）に加筆）

＜最適断層モデルの評価＞
(b)の解析結果は(a)の観測結果を良好に再現している（(c)の解析結果は赤枠部分が再現されない）。

塩ノ平地震断層

井戸沢断層

湯ノ岳地震断層 塩ノ平地震断層

井戸沢断層

湯ノ岳地震断層

井戸沢断層と塩ノ平地震断層は，
深部で収斂する一連の断層構造であ
ることが示唆されているとしている。

解 果す 解 果



地震本部の手法による地震発生確率

以下の条件で，BPT分布に基づく地震発生確率を算定した。
• 再来期間12,500年（文献調査結果のうち最短とした）
• 地震後経過年数 5年（2016年4月時点に相当）
• 地震発生間隔のばらつきα=0.24（地震本部による標準的値）
この結果，今後30年間，50年間の地震発生確率はほぼ0％となった。

4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について

地震本部では，10の-3乗パーセント
未満の場合は地震発生確率を「ほぼ
0%」としている。

194

期間 地震発生確率

今後３０年間 6×10-1338パーセント

今後５０年間 1×10-848パーセント

地震発生確率の算定結果

αを0.2～0.3，再来期間を12,500～50,000年の範囲で変化させても
同様の結果となった

地震後経過年数：5年
地震後経過率：5年／12,500年間＝4×10-4



敷地周辺の震源として考慮する活断層について，そ
れらの性状，位置関係等から，下記の断層について，
同時活動を考慮することとする。

Ｆ１断層，北方陸域の断層

棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層，棚倉破砕帯
西縁断層（の一部）*

* 中染付近，西染付近のリニアメントを含む。

Ｆ３断層，Ｆ４断層

同時活動を考慮する断層

棚倉破砕帯東縁付近の
推定活断層

北方陸域の断層

棚倉破砕帯
西縁断層（の一部）

Ｆ１断層

第１９４回審査会合
資料３－１加筆修正

4. Ｆ１断層と北方陸域の断層との同時活動性の評価について
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東海第二発電所

30km

Ｆ３断層

Ｆ４断層

： 敷地周辺の震源として考
慮する活断層

： 同時活動を考慮する範囲

0 20km



余白
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余白
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地表地質調査結果（古屋敷～小高東方）

202

不
整
合
露
頭

不
整
合
露
頭
⑤

凡例

：「新編 日本の活断層(1991)」が指摘する
リニアメント（概略位置）

11 層理面の傾斜



20万分の１地質図幅「白河」（2007） （古屋敷～小高）
補足図面集
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：「新編日本の活断層(1991)」が指摘する
リニアメント（概略位置）



大槻（1975） （古屋敷～小高）
補足図面集

凡 例
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島本ほか（1998） （古屋敷～小高）
補足図面集
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先第三紀

：「新編日本の活断層
(1991)」が指摘する
リニアメント（概略位置）
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50万分の１活構造図「新潟」（1984） （古屋敷～小高）
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：「新編日本の活断層
(1991)」が指摘する
リニアメント（概略位置）



大槻（1975） （西染町～芦間町）
補足図面集

凡 例
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20万分の１地質図幅「水戸」(第2版)（2001） （西染町～芦間町）
凡 例
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5万分の１日本炭田図 常磐炭田地質図（1957）
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凡 例
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20万分の１地質図幅「白河」（2007）
補足図面集

凡 例
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補足図面集

段彩陰影図の作成範囲（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層）

1/4 2/4

3/4

4/4
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この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。
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段彩陰影図（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層1/4）
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段彩陰影図(当社，1mメッシュDEM，高さ5倍強調)
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段彩陰影図（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層2/4）
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段彩陰影図(当社，1mメッシュDEM，高さ5倍強調)
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段彩陰影図（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層3/4）
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段彩陰影図(当社，1mメッシュDEM，高さ5倍強調)
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段彩陰影図（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層4/4）
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段彩陰影図(当社，1mメッシュDEM，高さ5倍強調)
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段彩陰影図の作成範囲（棚倉破砕帯西縁断層（の一部））
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この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。



補足図面集

段彩陰影図（棚倉破砕帯西縁断層（の一部）1/5）
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段彩陰影図(当社，1mメッシュDEM，高さ5倍強調)



段彩陰影図（棚倉破砕帯西縁断層（の一部）2/5）
補足図面集
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段彩陰影図(当社，1mメッシュDEM，高さ5倍強調)



補足図面集

段彩陰影図（棚倉破砕帯西縁断層（の一部）3/5）
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段彩陰影図(当社，1mメッシュDEM，高さ5倍強調)



補足図面集

段彩陰影図（棚倉破砕帯西縁断層（の一部）4/5）

220
段彩陰影図(当社，1mメッシュDEM，高さ5倍強調)



補足図面集

段彩陰影図（棚倉破砕帯西縁断層（の一部）5/5）
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段彩陰影図(当社，1mメッシュDEM，高さ5倍強調)



補足図面集

アナグリフの作成範囲（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層）

1/4 2/4 3/4

4/4
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この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。



補足図面集

アナグリフ（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層1/4 ）
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補足図面集

アナグリフ（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層2/4 ）
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補足図面集

アナグリフ（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層3/4 ）
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補足図面集

アナグリフ（棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層4/4 ）
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補足図面集

アナグリフの作成範囲（棚倉破砕帯西縁断層（の一部））
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この地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発

行の20万分1地勢図，数値地図200000（地図画像）及

び数値地図25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複，第201号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は，国土地

理院の長の承認を得なければならない。



補足図面集

アナグリフ（棚倉破砕帯西縁断層（の一部）1/4）
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補足図面集

アナグリフ（棚倉破砕帯西縁断層（の一部）2/4）
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補足図面集

アナグリフ（棚倉破砕帯西縁断層（の一部）3/4）
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補足図面集

アナグリフ（棚倉破砕帯西縁断層（の一部）4/4）
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